
憲
法
の
概
念
に
つ
い
て

赤

坂

正

浩

一

は

じ

め

に

二

伝
統
的
な
用
語
法

三

佐
々
木
惣
一
説
と
そ
の
影
響

四

佐
々
木
説
・
芦
部
説
・
佐
藤
説
の
問
題
点

五

日
本
国
憲
法
の
解
釈
論
と
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
概
念

六

日
本
憲
法
史
・
ド
イ
ツ
憲
法
理
論
研
究
と
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
概
念

七

お

わ

り

に

一

は

じ

め

に

二
〇
一
〇
年
九
月
に
、
文
部
科
学
省
の
﹁
専
門
職
大
学
院
等
に
お
け
る
高
度
専
門
職
業
人
養
成
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
の
調
査
研
究
班

が
、
﹁
共
通
的
到
達
目
標
︵
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
︶
モ
デ
ル
﹂
の
第
二
次
案
修
正
案
を
公
表
し
た
。
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
法
科

大
学
院
教
育
の
質
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
法
律
基
本
科
目
に
つ
い
て
法
科
大
学
院
修
了
時
に
学
生
が
修
得
し
て
い
る
べ
き
最
低
限
の
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内
容
の
目
安
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
憲
法
の
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
﹁
第
一
章

憲
法
総
論

一
-
一

憲
法
の
観
念
及
び
立
憲
主
義
﹂
に
は
九
つ
の
項
目

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
項
目
で
は
﹁
﹃
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹄
及
び
﹃
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹄
の
意
味
及
び
そ
の
異
同
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
﹂
、
第
二
項
目
で
は
﹁
﹃
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹄
︵
近
代
的
意
味
の
憲
法
︶
の
意
義
に
つ
い
て
、
﹃
固
有
の
意
味

の
憲
法
﹄
と
対
比
し
て
理
解
し
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
れ
と
関
連
付
け
て
、
憲
法
の
制
限
規
範
性
及
び
憲
法
典
の
硬
性
規
範
性
に
つ
い

て
理
解
し
て
い
る
こ
と
﹂
が
法
科
大
学
院
生
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
読
ん
で
私
が
違
和
感
を
覚
え
た
の
は
、
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
︵
近
代
的
意
味
の
憲
法
︶
﹂
の
意
義
に
つ
い
て
、
﹁
固
有
の
意
味

の
憲
法
﹂
と
﹁
対
比
し
て
理
解
﹂
す
る
と
い
う
く
だ
り
で
あ
る
。
﹁
対
比
す
る
﹂
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な

い
が
、
対
立
概
念
で
あ
る
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
。
こ
う
い
う
用
語
法
の
由
来
に
興
味
を
も
っ
て
、
ま
ず
参
照
す
べ
き
芦
部
信
喜
︵
高

橋
和
之
補
訂
︶﹃
憲
法
・
第
四
版
﹄
を
ひ
も
と
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
。
長
文
に
な
る
が
、
全
体
を
引
用

し
て
み
る
。

﹁
憲
法
の
概
念
は
多
義
的
で
あ
る
が
、
重
要
な
も
の
と
し
て
三
つ
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈠

形
式
的
意
味

こ
れ
は
、
憲
法
と
い
う
名
前
で
呼
ば
れ
る
成
文
の
法
典
︵
憲
法
典
︶
を
意
味
す
る
場
合
で
あ
る
。
形
式
的
意
味
の
憲
法

と
呼
ば
れ
る
。
た
と
え
ば
、
現
代
日
本
に
お
い
て
は
﹃
日
本
国
憲
法
﹄
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
意
味
の
憲
法
は
、
そ
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
か
に
は
関
わ
ら
な
い
。

㈡

実
質
的
意
味

こ
れ
は
、
あ
る
特
定
の
内
容
を
も
っ
た
法
を
憲
法
と
呼
ぶ
場
合
で
あ
る
。
成
文
で
あ
る
と
不
文
で
あ
る
と
を
問
わ
な

い
。
実
質
的
意
味
の
憲
法
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
実
質
的
意
味
の
憲
法
に
は
二
つ
の
も
の
が
あ
る
。

⑴

固
有
の
意
味

国
家
の
統
治
の
基
本
を
定
め
た
法
と
し
て
の
憲
法
で
あ
り
、
通
常
﹃
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹄
と
呼
ば
れ
る
。
国
家
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は
、
い
か
な
る
社
会
・
経
済
構
造
を
と
る
場
合
で
も
、
必
ず
政
治
権
力
と
そ
れ
を
行
使
す
る
機
関
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
機

関
、
権
力
の
組
織
と
作
用
お
よ
び
相
互
の
関
係
を
規
律
す
る
規
範
が
、
固
有
の
意
味
の
憲
法
で
あ
る
。
こ
の
意
味
の
憲
法
は
い
か
な
る
時
代
の

い
か
な
る
国
家
に
も
存
在
す
る
。

⑵

立
憲
的
意
味

実
質
的
意
味
の
憲
法
の
第
二
は
、
自
由
主
義
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
国
家
の
基
礎
法
で
あ
る
。
一
般
に
﹃
立
憲
的

意
味
の
憲
法
﹄
あ
る
い
は
﹃
近
代
的
意
味
の
憲
法
﹄
と
言
わ
れ
る
。
一
八
世
紀
末
の
近
代
市
民
革
命
期
に
主
張
さ
れ
た
、
専
断
的
な
権
力
を
制

限
し
て
広
く
国
民
の
権
利
を
保
障
す
る
と
い
う
立
憲
主
義
の
思
想
に
基
づ
く
憲
法
で
あ
る
。
…
…
こ
の
意
味
の
憲
法
は
、
固
有
の
意
味
の
憲
法

と
は
異
な
り
、
歴
史
的
な
観
念
で
あ
り
、
そ
の
最
も
重
要
な
ね
ら
い
は
、
政
治
権
力
の
組
織
化
と
い
う
よ
り
も
権
力
を
制
限
し
て
人
権
を
保
障

す
る
こ
と
に
あ
る
。

以
上
の
三
つ
の
憲
法
の
観
念
の
う
ち
、
憲
法
の
最
も
す
ぐ
れ
た
特
徴
は
、
そ
の
立
憲
的
意
味
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
憲
法
学
の
対
象
と
す
る
憲
法
と
は
、
近
代
に
至
っ
て
一
定
の
政
治
的
理
念
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
憲
法
で
あ
り
、
国
家
権
力
を
制
限
し

て
国
民
の
権
利
・
自
由
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
憲
法
で

(
�
)

あ
る
﹂
。

こ
の
説
明
で
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
相
互
関
係
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て

い
る
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
面
も
あ
る
と
思
う
が
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
に
は
﹁
固
有
の
意

味
の
憲
法
﹂
と
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
二
種
類
が
あ
り
、
両
者
は
対
立
概
念
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
読
め

る
。
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
﹁
対
比
し
て
理
解
﹂
せ
よ
と
の
要
請
も
、
こ
の
記
述
に
由
来
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
長
年
憲
法
の

教
育
を
な
り
わ
い
と
し
な
が
ら
、
芦
部
教
科
書
の
冒
頭
部
分
を
う
っ
か
り
読
み
飛
ば
し
て
い
た
こ
と
に
恥
じ
入
る
が
、
同
時
に
﹁
立
憲

的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
を
対
立
概
念
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
対
概
念
と
す
る
理
解
に
は
従
え
な
い
も
の
を
感

じ
る
の
で
、
あ
ら
た
め
て
﹁
憲
法
の
概
念
﹂
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
気
持
ち
に
な

(


)

っ
た
。

本
稿
の
私
見
を
、
あ
ら
か
じ
め
﹁
テ
ー
ゼ
風
﹂
に
︵
す
な
わ
ち
、
あ
え
て
﹁
断
定
調
﹂
で
︶
掲
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
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る
。①

﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
は
対
立
概
念
で
は
な
い
。

②

﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
︵
本
来
的
意
味
の
憲
法
︶
と
は
同
義
で
あ
る
。

③

﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
は
対
立
概
念
で
は
な
い
。
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
﹁
固
有
の
意
味

の
憲
法
﹂
す
な
わ
ち
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
一
種
で
あ
る
。

④

日
本
国
憲
法
の
解
釈
論
に
は
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
︵
固
有
の
意
味
の
憲
法
︶
と
い
う
概
念
は
不
要
で
あ
る
。

⑤

日
本
憲
法
史
や
ド
イ
ツ
憲
法
理
論
の
研
究
に
は
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
概
念
が
有
用
な
い
し
不
可
欠
の
場
合
が
あ
る
。

︵
�
︶

芦
部
信
喜
︵
高
橋
和
之
補
訂
︶
﹃
憲
法
・
第
四
版
﹄
岩
波
書
店
二
〇
〇
七
年
四
～
五
頁
。

︵


︶

憲
法
の
概
念
を
テ
ー
マ
と
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
堀
内
健
志
﹁
﹃
近
代
憲
法
﹄
と
﹃
憲
法
﹄
概
念
の
多
義
性
、
そ
し
て
﹃
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹄
︱
︱
﹃
憲

法
﹄
概
念
と
憲
法
学
︵
そ
の
一
︶
﹂
弘
前
大
学
人
文
学
部
紀
要
・
社
会
科
学
篇
一
一
号
二
〇
〇
四
年
三
一
頁
以
下
、
同
﹁
﹃
憲
法
﹄
概
念
と
憲
法
学
︵
そ
の
二
︶
︱
︱
ド

イ
ツ
憲
法
︵
学
︶
史
を
背
景
と
す
る
﹃
日
本
憲
法
学
﹄
﹂
弘
前
大
学
人
文
学
部
紀
要
・
社
会
科
学
篇
二
〇
号
二
〇
〇
八
年
六
三
頁
以
下
、
古
野
豊
秋
﹁
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ

ン
の
憲
法
概
念
と
そ
の
現
代
的
意
義
﹂
Ｄ
Ａ
Ｓ
研
究
会
編
﹃
山
下
威
士
先
生
還
暦
記
念
・
ド
イ
ツ
公
法
理
論
の
受
容
と
展
開
﹄
尚
学
社
二
〇
〇
四
年
五
九
頁
以
下
、
南

野
森
﹁
﹃
憲
法
﹄
の
概
念
︱
︱
そ
れ
を
考
え
る
こ
と
の
意
味
﹂
岩
波
講
座
憲
法
�
﹃
憲
法
と
時
間
﹄
岩
波
書
店
二
〇
〇
七
年
二
七
頁
以
下
が
あ
る
。

二

伝
統
的
な
用
語
法

⑴

﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
い
う
概
念
は
、
戦
前
の
憲
法
学
に
よ
っ
て
ド
イ

ツ
の
公
法
学
か
ら
輸
入
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
今
日
の
ド
イ
ツ
語
圏
の
憲
法
学
・
一
般
国
家
学
で
は
、
こ
れ
ら
の
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概
念
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
、
代
表
的
な
概
説
書
の
解
説
を
拾
っ
て
み
た
い
。

⑵

一
九
五
一
年
に
テ
オ
ド
ー
ル
・
マ
ウ
ン
ツ
が
初
版
を
公
刊
し
て
以
来
、
ツ
ィ
ペ
リ
ウ
ス
に
よ
る
補
訂
を
経
て
、
現
在
は
ツ
ィ
ペ

リ
ウ
ス

=
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
と
い
う
形
で
版
を
重
ね
て
い
る
ド
イ
ツ
基
本
法
の
定
評
あ
る
教
科
書
﹃
ド
イ
ツ
国
法
﹄
は
、
﹁
実
質

的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
概
念
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

﹁
憲
法
は
、
国
家
の
支
配
を
樹
立
し
、
組
織
し
、
制
限
す
る
。
つ
ま
り
、
憲
法
は
、
支
配
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
制
限
す
る
。
憲
法
は
、
法

的
基
本
秩
序
と
し
て
、
国
家
の
業
務
︵
つ
ま
り
、
最
高
国
家
諸
機
関
の
形
成
・
任
務
・
権
限
・
手
続
︶
に
関
す
る
基
本
準
則
、
共
同
体
秩
序
の

そ
の
他
の
基
本
的
政
治
構
造
︵
た
と
え
ば
権
力
分
立
と
連
邦
制
︶
に
関
す
る
基
本
準
則
、
さ
ら
に
は
国
家
に
お
け
る
市
民
の
地
位
︵
特
に
彼
ら

の
政
治
的
権
利
と
基
本
的
自
由
︶
に
関
す
る
基
本
準
則
、
そ
し
て
最
後
に
こ
れ
ら
の
組
織
規
定
と
権
利
保
障
の
根
底
に
あ
る
本
質
的
な
法
原
則

お
よ
び
目
標
に
関
す
る
基
本
準
則
の
全
体
を
包
括
す
る
。
こ
れ
が
、
実
質
的
意
味
の
憲
法
で
あ
る
﹂
。

﹁
ま
た
、
憲
法
典
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
制
定
法
が
憲
法
と
よ
ば
れ
る
。
こ
の
憲
法
典
と
い
う
制
定
法
は
、
憲
法
制
定
権
力
に
よ
っ
て
制
定

さ
れ
、
単
純
法
律
よ
り
も
高
次
の
ラ
ン
ク
…
…
と
高
次
の
存
続
保
障
を
認
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
安
定
性
の
保
障
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
適
法

な
改
正
は
、
憲
法
が
定
め
た
特
別
の
手
続
に
よ
っ
て
の
み
︵
た
と
え
ば
、
基
本
法
七
九
条
二
項
の
よ
う
に
、
議
会
の
特
別
多
数
に
よ
っ
て
の
み

と
か
、
あ
る
い
は
国
民
投
票
に
よ
っ
て
の
み
︶
許
さ
れ
る
。
最
初
に
あ
げ
た
﹇
実
質
的
﹈
意
味
と
区
別
し
て
、
こ
の
場
合
に
は
形
式
的
意
味
の

憲
法
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
形
式
的
意
味
の
憲
法
の
内
容
と
、
実
質
的
意
味
の
憲
法
の
内
容
は
、
広
範
に
一
致
す
る
が
、
必
然
的
に

ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
わ
け
で
は

(

)

な
い
﹂
。

⑶

多
少
の
相
違
は
あ
っ
て
も
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
こ
う
し
た
説
明
が
一
般
的
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
基
本

法
に
関
す
る
記
念
碑
的
と
も
い
え
る
壮
大
な
体
系
書
、
シ
ュ
テ
ル
ン
﹃
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
国
法
第
一
巻
﹄
の
記
述
を
紹
介
し
て
お
こ

う
。
シ
ュ
テ
ル
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

立教法学 第 82 号（2011)

78



﹁
Ｇ
・
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
は
、
憲
法
律
の
﹃
本
質
的
な
法
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
﹄
を
、
憲
法
律
が
﹃
加
重
さ
れ
た
形
式
的
な
法
律
的
効
力
﹄
を
有

す
る
こ
と
に
見
出
し
た
。
憲
法
が
、
単
に
瞬
間
的
な
存
在
に
甘
ん
ず
る
の
で
は
な
く
、
継
続
的
な
秩
序
の
基
盤
と
な
る
た
め
に
、
通
常
は
加
重

さ
れ
た
存
続
保
護
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
特
に
そ
れ
が
示
さ
れ
る
の
は
改
正
の
場
合
で
あ
る
。
憲
法
改
正
に

は
特
別
多
数
が
必
要
と
さ
れ
る
か
…
…
、
た
と
え
ば
連
邦
構
成
国
家
の
承
認
と
い
っ
た
別
の
効
力
発
生
要
件
の
充
足
が
必
要
と
さ
れ
る
︵
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
憲
法
第
五
条
︶
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
形
式
的
観
点
で
、
憲
法
の
概
念
が
捉
え
尽
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
形

式
的
観
点
で
、
憲
法
の
本
質
が
十
分
に
記
述
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
こ
の
種
の
﹃
加
重
さ
れ
た
形
式
的
法
律
的
効
力
﹄
を
も
た

な
い
憲
法
典
は
、
法
的
意
味
で
憲
法
た
り
え
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
さ
ら
に
残
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ｇ
・
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
は
、
憲
法
概
念
の
純
粋
に
形
式
的
意
義
で
は
満
足
し
な
か
っ
た
。
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
実
質
的

意
味
の
憲
法
は
、
﹃
国
家
の
最
高
機
関
を
名
指
し
し
、
そ
れ
ら
の
創
設
方
法
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
お
よ
び
そ
れ
ら
の
行
動
範
囲
を
確
定
し
、

さ
ら
に
国
家
権
力
に
対
す
る
個
人
の
基
本
的
な
関
係
を
確
定
す
る
法
規
﹄
で
あ
っ
た
。
こ
の
実
質
的
憲
法
概
念
は
、
さ
さ
い
な
変
形
は
あ
る
も

の
の
、
﹇
今
日
で
も
﹈
支
配
的
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
質
的
憲
法
概
念
は
、
形
式
的
意
味
の
憲
法
と
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
必
要
は
な
い
。

実
質
的
意
味
の
憲
法
の
内
容
を
な
す
す
べ
て
の
法
規
が
、
憲
法
典
に
受
容
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
質
的
意
味
の
憲
法
の
範
囲

如
何
と
い
う
争
い
の
あ
る
問
い
が
、
こ
れ
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
﹃
憲
法
﹄
と
い
う
名
称
を
も
つ
か
、
あ
る
い
は
単
に
語
の
慣
用
上
そ
う
よ
ば

れ
て
い
る
法
的
文
書
の
す
べ
て
が
、
…
…
実
質
的
意
味
の
憲
法
に
属
す
る
わ
け
で
は

(
�
)

な
い
﹂
。

⑷

例
と
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
も
ド
イ
ツ
と
は
肌
合
い
の
異
な
る
ス
イ
ス
の
憲
法
学
者
の
著
作
か
ら
、
ヴ
ァ
ル
タ

ー
・
ハ
ラ
ー
と
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ケ
ル
ツ
の
共
著
﹃
一
般
国
法
﹄
の
説
明
を
あ
げ
て
お
く
︵
傍
線
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
︶
。

﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
。
こ
の
憲
法
概
念
は
、
法
規
範
が
表
明
さ
れ
る
形
式
に
も
っ
ぱ
ら
焦
点
を
当
て
る
も
の
で
あ
る
。
形
式
的
意
味
の
憲

法
は
、
通
常
は
、
単
純
立
法
と
対
比
し
て
加
重
さ
れ
た
改
正
要
件
を
保
障
さ
れ
た
特
別
の
手
続
で
成
立
す
る
︵
た
と
え
ば
、
議
会
ま
た
は
義
務
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的
国
民
投
票
の
特
別
多
数
︶
。
憲
法
は
こ
れ
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
安
定
性
を
獲
得
す
る
。
憲
法
規
範
は
、
他
の
す
べ
て
の
法
規
範
に
優
先
し

︵
高
め
ら
れ
た
妥
当
力
︶
、
通
常
は
特
別
の
憲
法
典
に
内
包
さ
れ
る
﹂
。

﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
に
は
、
国
家
に
関
す
る
基
本
的
な
諸
規
範
、
お
よ
び
国
家
と
市
民
の
関
係
に
関
す
る
基
本
的
な
諸
規
範
が
含
ま
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
形
式
で
は
な
く
て
内
容
で
あ
る
。
あ
る
規
範
が
実
際
に
基
本
的
か
否
か
は
憲
法
の
理
解
に
依
存

し
て
い
る
の
で
…
…
、
﹇
実
質
的
意
味
の
憲
法
の
範
囲
を
﹈
概
念
的
に
明
確
に
境
界
づ
け
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
不
可
能
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

一
般
に
は
以
下
の
よ
う
な
テ
ー
マ
領
域
に
関
す
る
諸
規
範
が
、
実
質
的
意
味
の
憲
法
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
。

・
最
高
国
家
機
関
︵
国
民
、
議
会
、
政
府
、
最
高
裁
判
所
︶
の
組
織
お
よ
び
権
限

・
基
本
権

・
憲
法
改
正
お
よ
び
立
法
の
手
続

・
︵
連
邦
国
家
の
場
合
︶
連
邦
と
支
邦
の

(
�
)

権
限
﹂
。

⑸

以
上
例
示
し
た
よ
う
に
、
現
代
ド
イ
ツ
語
圏
の
憲
法
理
論
で
は
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
は
、
法
形
式
の
如
何
を
問
わ
ず
、

最
高
国
家
諸
機
関
の
種
類
・
組
織
・
権
限
等
の
基
本
事
項
に
関
す
る
法
規
範
、
お
よ
び
国
家
と
市
民
の
関
係
に
関
す
る
基
本
的
な
法
規

範
を
意
味
し
、
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
は
、
一
般
に
は
改
正
要
件
が
通
常
の
法
律
と
比
べ
て
加
重
さ
れ
た
、
憲
法
と
い
う
標
題
を

も
つ
制
定
法
を
意
味
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
自
体
は
、
別
に
目
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
三
つ
の
点
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
と
り
わ
け

ツ
ィ
ペ
リ
ウ
ス

=
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
が
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
︵
﹁
憲
法
は
、
国
家
の
支
配
を
樹
立
し
、
組
織
し
、
制
限
す
る
。

つ
ま
り
、
憲
法
は
、
支
配
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
制
限
す
る
。
﹂
︶
、
憲
法
は
、
国
家
権
力
を
制
限
す
る
法
規
範
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
ず

は
国
家
権
力
組
織
を
樹
立
す
る
法
規
範
で
も
あ
る
と
い
う
︵
私
見
で
は
︶
自
明
の
点
が
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
と

で
論
ず
る
よ
う
に
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
﹁
対
比
論
﹂
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
理
解
に
立
つ
よ
う
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に
思
わ
れ
る
。

第
二
は
、
な
お
丹
念
な
調
査
を
要
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
憲
法
理
論
の
場
合
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
︵
本
来
的

意
味
の
憲
法
︶
﹂
と
い
う
用
語
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
ま
た
は
﹁
本
来

的
意
味
の
憲
法
﹂
と
い
う
日
本
語
が
、
V
e
rfa
ssu
n
g
im

e
ig
e
n
tlich
e
n
S
in
n
e
と
い
う
ド
イ
ツ
語
の
翻
訳
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に

想
像
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
は
意
外
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
︵
探
索
の
か
ぎ
り
︶
今
日
の
ド
イ
ツ
語
圏
の
憲
法
学
で
は
一
般
的
な
用
語

で
は

(
�
)

な
い
。
例
外
的
な
ケ
ル
ゼ
ン
の
記
述
を
す
ぐ
あ
と
で
紹
介
す
る
。

第
三
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
は

K
o
n
stitu
tio
n
a
lism
u
s
の
語
が
日
本
で
い
う
﹁
立
憲
主
義
﹂
と
は
や
や
異
な
る
意
味
合
い
や
文
脈
で

使
用
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
と
推
測
さ
れ

(
%
)

る
が
、
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
い
う
用
語
も
見
受
け
ら
れ
な
い
点
で

(
&
)

あ
る
。

⑹

い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
文
献
で
は
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
い
う
用
語
は
一
般
に
は
使
用
さ
れ
な
い
。
ケ

ル
ゼ
ン
が
﹁
国
事
裁
判
権
の
本
質
と
発
展
﹂
と
い
う
論
文
で
憲
法
概
念
を
検
討
し
た
部
分
は
、
管
見
に
属
す
る
ま
れ
な
例
で
あ
る
。
や

は
り
該
当
箇
所
を
逐
語
的
に
訳
し
て
お
く
︵
傍
線
は
本
稿
筆
者
︶
。

﹁
憲
法
の
概
念
が
経
験
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
変
形
の
な
か
か
ら
、
つ
ね
に
手
を
触
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
き
た
確
固
た
る
核
心
を
つ

か
む
と
す
る
な
ら
ば
、
法
秩
序
・
国
家
秩
序
の
全
体
を
規
定
し
︵
こ
の
秩
序
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
︶
共
同
体
の
本
質
を
決
定
す
る
最
上
級
の

原
則
と
い
う
観
念
に
い
き
つ
く
。
憲
法
の
概
念
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
定
義
は
、
そ
の
余
の
秩
序
が
そ
の
上
に
建
設
さ
れ

る
国
家
の
基
盤
を
把
握
す
る
と
い
う
要
請
に
直
面
す
る
。
仔
細
に
見
る
と
、
憲
法
の
概
念
は
こ
の
文
脈
で
は
国
家
形
態
の
概
念
と
重
な
り
合

い
、
と
り
わ
け
状
況
に
よ
っ
て
は
政
治
的
権
力
の
現
状
が
、
そ
こ
に
そ
の
法
的
表
現
を
見
出
す
ひ
と
つ
の
原
則
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原

則
と
は
、
法
律
、
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
や
行
政
官
庁
の
よ
う
な
国
家
機
関
の
活
動
が
そ
の
執
行
で
あ
る
と
こ
ろ
の
一
般
的
規
範
の
成
立
を
決
定

す
る
準
則
の
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
国
家
秩
序
を
形
成
す
る
法
規
範
の
産
出
に
関
す
る
準
則
、
す
な
わ
ち
立
法
の
機
関
と
手
続
に
関
す
る
準
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則
、
こ
れ
が
固
有
の
、
始
原
的
な
、
狭
義
の
憲
法
概
念
で
あ
る
。
こ
の
基
本
準
則
の
定
立
は
、
国
家
と
い
う
共
同
体
を
形
成
す
る
人
間
の
相
互

行
為
を
規
律
す
る
法
規
範
の
成
立
に
と
っ
て
不
可
欠
の
条
件
で
あ
り
、
こ
の
準
則
の
適
用
と
執
行
に
必
要
な
機
関
と
そ
の
行
動
を
規
定
す
る
法

規
範
に
と
っ
て
も
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
。
憲
法
の
基
本
準
則
は
す
べ
て
の
国
家
秩
序
の
確
固
と
し
た
、
し
た
が
っ
て
可
能
な
限
り
永
続
的
な

基
盤
を
成
す
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
憲
法
規
範
と
法
律
規
範
と
の
区
別
の
必
要
性
と
い
う
観
念
が
生
ず
る
。
憲
法
規
範
は
法
律
規
範
と
同
じ
簡

単
さ
で
改
正
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
通
常
の
法
律
形
式
か
ら
区
別
さ
れ
た
憲
法
形
式
と
い
う
概
念
が
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、
立
法
手
続
と

は
異
な
る
、
加
重
さ
れ
た
要
件
と
結
び
つ
い
た
憲
法
制
定
︵
憲
法
改
正
︶
手
続
﹇
の
概
念
で
あ
る
﹈
。
理
想
的
な
ケ
ー
ス
で
は
、
﹇
加
重
さ
れ
た

制
定
・
改
正
手
続
と
い
う
﹈
特
殊
な
形
式
は
、
こ
の
狭
義
か
つ
固
有
の
意
味
に
お
け
る
憲
法
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
の
で
、
あ
ま
り
よ
い
言
い
方

で
は
な
い
が
ふ
つ
う
は
そ
う
言
い
慣
わ
さ
れ
て
い
る
実
質
的
意
味
の
憲
法
が
形
式
的
意
味
の
憲
法
で
も
あ
り
、
実
質
的
意
味
の
憲
法
だ
け
が
形

式
的
意
味
の
憲
法
で
も
あ
る
の
で

(
(
)

あ
る
﹂
。

⑺

右
の
訳
の
う
ち
、
傍
線
を
付
し
た
第
一
の
文
章
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
概
念
内
容
は

通
説
的
理
解
よ
り
も
狭
く
、
﹁
立
法
の
機
関
お
よ
び
手
続
の
準
則
﹂
を
意
味
し
、
こ
れ
を
ケ
ル
ゼ
ン
は
﹁
固
有
の
、
始
原
的
な
、
狭
義

の
憲
法
概
念
﹂
と
よ
ん
で
い
る
。
そ
の
上
で
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
理
想
的
に
は
こ
の
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
だ
け
が
加
重
さ
れ

た
特
別
の
法
典
の
形
式
で
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
な
っ
て
い
れ
ば
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
の

規
範
内
容
は
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
趣
旨
を
述
べ
た
二
番
目
の
傍
線
を
引
い
た
文
章
の
末
尾
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
﹁
固
有

の
意
味
の
憲
法
﹂
は
、
﹁
あ
ま
り
よ
い
言
い
方
で
は
な
い
が
ふ
つ
う
は
﹂
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
言
い
慣
わ
さ
れ
て
い
る
﹂
と
し

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
同
義
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
一
般
に
﹁
実
質

的
意
味
の
憲
法
﹂
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
解
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑻

日
本
の
学
界
で
も
ド
イ
ツ
語
圏
の
伝
統
に
忠
実
な
用
語
法
を
と
る
例
は

(

)

多
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
例
証
と
し
て
、
第
二
次
大
戦

10

前
で
は
美
濃
部
達
吉
、
戦
後
に
つ
い
て
は
小
嶋
和
司
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
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美
濃
部
﹃
憲
法
撮
要
﹄
の
憲
法
概
念
の
説
明
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
︵
漢
字
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
旧
字
体
の
原
文
を
漢
字
ひ
ら
が
な
混

じ
り
新
字
体
に
改
め
た
︶
。

﹁
憲
法
と
い
ふ
語
は
種
々
の
意
義
に
用
ゐ
ら
る
。
第
一
に
其
の
実
質
的
意
義
と
形
式
的
意
義
と
を
区
別
す
る
こ
と
を
要
す
。
実
質
的
の
意
義

に
お
い
て
は
、
憲
法
と
は
国
家
の
組
織
及
作
用
に
関
す
る
基
礎
法
を
意
味
す
。
詳
言
す
れ
ば
国
家
の
領
土
の
範
囲
、
国
民
た
る
資
格
要
件
、
国

家
の
統
治
組
織
の
大
綱
、
国
家
と
国
民
と
の
関
係
に
関
す
る
基
礎
法
則
は
此
の
意
義
に
於
け
る
憲
法
に
属
す
。
…
…

実
質
の
意
義
に
於
け
る
憲
法
は
、
其
の
形
式
よ
り
謂
へ
ば
、
総
て
の
国
法
と
同
じ
く
、
或
は
成
文
法
を
以
て
定
め
ら
る
る
も
の
あ
り
、
或
は

不
文
の
慣
習
法
又
は
理
法
と
し
て
存
す
る
に
止
ま
る
も
の
あ
り
。
第
十
八
世
紀
の
米
国
及
仏
国
の
革
命
に
至
る
迄
は
諸
国
の
憲
法
は
大
部
分
は

不
文
法
よ
り
成
る
を
普
通
と
為
し
た
る
に
反
し
て
、
米
国
及
仏
国
の
革
命
後
立
憲
制
度
が
各
国
に
普
及
す
る
に
随
ひ
、
此
の
趨
勢
は
全
く
一
変

し
て
、
各
国
は
新
に
立
憲
制
度
を
採
る
と
共
に
何
れ
も
文
書
を
以
て
国
家
の
基
礎
法
を
定
め
、
之
を
其
の
国
の
憲
法
と
し
て
公
布
し
、
而
し
て

形
式
上
之
を
普
通
の
法
律
と
区
別
す
る
に
至
れ
り
。
此
の
如
く
形
式
的
に
憲
法
と
し
て
定
め
ら
れ
、
普
通
の
法
律
と
区
別
せ
ら
る
る
も
の
を
形

式
の
意
義
に
於
け
る
憲
法
又
は
成
文
憲
法
と

(

)

謂
ふ
﹂

11

⑼

第
二
次
大
戦
後
の
日
本
の
学
界
に
お
い
て
、
憲
法
の
概
念
に
関
す
る
最
も
詳
細
な
考
察
を
展
開
し
、
伝
統
的
用
語
法
を
整
理
確

認
し
た
憲
法
学
者
の
代
表
と
し
て
は
、
小
嶋
和
司
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
体
系
書
の
解
説
を
引
い
て
お
く
︵
傍
線
は
本
稿
筆

者
︶
。﹁

,

c
o
n
stitu
tio
n
の
語
義
さ
な
が
ら
に
、
国
家
ま
た
は
政
府
の
構
造
・
組
織
の
秩
序
を
さ
し
て
用
い
ら
れ
る
。
秩
序
が
成
文
で
あ
る
と
不

文
で
あ
る
と
を
と
わ
ず
に
も
ち
い
ら
れ
、
﹃
国
家
あ
る
と
こ
ろ
、
憲
法
あ
り
﹄
と
い
わ
れ
る
場
合
の
﹃
憲
法
﹄
は
こ
の
意
味
の
も
の
で
あ
る
。

歴
史
家
が
﹃
古
代
ア
テ
ネ
の
憲
法
﹄
﹃
古
代
ロ
ー
マ
の
憲
法
﹄
と
い
う
場
合
の
﹃
憲
法
﹄
は
こ
の
意
味
で
、
法
学
者
は
こ
れ
を
﹃
本
来
的
意
味
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の
憲
法
﹄
ま
た
は
﹃
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹄
と
よ
ん
で
い
る
。

-

,
の
意
味
で
の
憲
法
の
中
、
と
く
に
立
憲
主
義
を
内
容
と
す
る
も
の
を
さ
し
て
﹃
憲
法
﹄
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
そ

の
秩
序
が
成
文
で
あ
る
か
不
文
で
あ
る
か
は
問
わ
な
い
。
﹃
英
国
は
憲
法
の
母
国
で
あ
る
﹄
と
い
う
場
合
の
憲
法
が
こ
れ
で
、
学
者
は
こ
れ
を

﹃
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹄
と
よ
ん
で
い
る
。

.

国
家
構
造
・
政
府
組
織
を
規
定
す
る
、
あ
る
種
の
制
定
法
が
﹃
憲
法
﹄
と
よ
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
制
定
法
が
﹃
憲
法
﹄

と
さ
れ
る
か
、
そ
の
基
準
の
と
り
方
は
一
様
で
は
な
く
、
次
の
ご
と
き
が
あ
る
。

⒜

制
定
法
の
﹁
表
題
﹂
に
着
目
す
る
も
の
。
…
…

⒝

制
定
法
の
﹁
内
容
﹂
に
着
目
す
る
も
の
。
す
な
わ
ち
、
﹃
本
来
的
意
味
の
憲
法
﹄
の
概
要
の
叙
述
を
内
容
と
す
る
場
合
、
当
該
制
定
法

は
﹃
憲
法
﹄
と
よ
ば
れ
る
。
一
九
四
九
年
の
﹃
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
︵
G
r
u
n
d
g
e
s
e
tz
︶
﹄
は
、
実
は
意
識
的
に
﹃
憲
法
︵
V
e
r
fa
s
-

su
n
g
︶
﹄
の
名
称
を
避
け
て
の
命
名
で
あ
っ
た
が
、
﹃
西
ド
イ
ツ
憲
法
﹄
と
か
﹃
ボ
ン
憲
法
﹄
と
俗
称
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
例
で
あ
る
。

⒞

制
定
法
が
も
つ
﹃
法
的
権
威
﹄
に
着
目
す
る
も
の
。
す
な
わ
ち
、
第
三
共
和
制
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
組
織
の
基
本
は
複
数
の
憲
法
的
法
律

︵
lo
is
co
n
stitu
tio
n
e
lle
s︶
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
通
常
の
法
律
に
優
る
法
的
権
威
を
も
つ
と
さ
れ
た
。
…
…
わ
が
﹃
大
日
本
帝
国

憲
法
﹄
﹃
日
本
国
憲
法
﹄
は
右
の
ど
の
基
準
に
よ
っ
て
も
﹃
憲
法
﹄
と
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
一
八
一
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
﹃
憲
法
﹄
は
⒜
、
⒝

の
意
味
で
は
﹃
憲
法
﹄
で
あ
っ
た
が
、
⒞
の
意
味
で
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
一
八
四
八
年
の
サ
ル
ジ
ニ
ア
憲
法
︵
一
八
六
二
年
イ
タ
リ
ア
憲

法
と
さ
れ
る
︶
は
⒝
の
意
味
で
の
み
﹃
憲
法
﹄
で
、
⒜
、
⒞
の
意
味
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
学
者
は
右
⒜
、
⒝
、
⒞
い
ず
れ
の
基

準
に
よ
る
か
を
明
示
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
﹃
憲
法
﹄
と
す
る
場
合
に
﹃
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹄
と
よ
ん
で

(

)

い
る
﹂
。

12

⑽

日
本
国
憲
法
の
体
系
的
解
説
書
と
し
て
は
、
最
も
詳
細
と
い
っ
て
よ
い
小
嶋
の
以
上
の
解
説
に
は
、
本
稿
冒
頭
の
﹁
テ
ー
ゼ
﹂

①
～
⑤
の
う
ち
①
～
③
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
成
文
・
不
文
を
問
わ
ず
、
国
家
の
構
造
・
組
織
の
秩
序
に
関
す
る
法
規
範
が
、
﹁
本
来
的
意
味
の
憲
法
ま
た
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は
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
よ
ば
れ
る
。
﹁
本
来
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は

﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
は
同
義
だ
と
い
う
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
︵
本
来
的
意
味

=
固
有
の
意
味
の
憲
法
︶
の
う
ち
、
﹁
立
憲
主
義
を
内
容
と
す
る
も
の
﹂
が
﹁
立
憲

的
意
味
の
憲
法
﹂
で
あ
る
。
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
の
一
種
で
あ
り
、
下
位
概
念
で
あ
る
。

第
三
に
、
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
は
、
次
の
三
つ
の
要
件
を

a
n
d
/
o
r
で
充
足
す
る
制
定
法
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
8

﹁
憲
法
﹂
と
い
う
標
題
を
も
つ
、
9
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
を
内
容
と
し
て
い
る
、
:
︵
改
正
要
件
が
加
重
さ
れ
る
な
ど
︶﹁
特
別
の
法

的
権
威
﹂
を
も
つ
と
い
う
三
要
件
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
嶋
の
理
解
を
敷
衍
す
れ
ば
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
形
式
的
意

味
の
憲
法
﹂
は
、
一
方
は
法
形
式
の
如
何
を
問
わ
ず
特
定
の
内
容
の
法
規
範
、
他
方
は
特
定
の
形
式
・
内
容
の
制
定
法
と
い
う
、
異
な

る
観
点
か
ら
選
択
さ
れ
た
法
規
範
の
集
合
で
あ
っ
て
、
対
立
概
念
で
は
な
い
。

︵

︶

R
.
Z
ip
p
e
liu
s/
T
h
.
W
ü
rte
n
b
e
rg
e
r,
D
e
u
tsch
e
s
S
ta
a
tsre
ch
t,
3
2
.
A
u
fl.,
2
0
0
8
,
S
.
4
1
f.

︵
�
︶

K
.
S
te
rn
,
S
ta
a
tsre
ch
t
d
e
s
B
u
n
d
e
sre
p
u
b
lik
D
e
u
tsch
la
n
d
B
d
.

,
2
.
A
u
fl.,
1
9
8
4
,
S
.
7
2
f.

Ⅰ

︵
�
︶

W
.
H
a
lle
r/
A
.
K
ö
lz
,
A
llg
e
m
e
in
e
S
ta
a
tsre
ch
t,
3
.
A
u
fl.,
2
0
0
4
,
S
.
9
7
-
9
9
.

︵
�
︶

教
科
書
類
で
は
、
C
h
.D
e
g
e
n
h
a
rt,S
ta
a
tsre
ch
t

S
ta
a
tso
rg
a
n
isa
tio
n
sire
ch
t,2
4
.A
u
fl.,2
0
0
8
,S
.5
;E
.S
te
in
/
G
.F
ra
n
k
,S
ta
a
tsre
ch
t,1
8
.A
u
fl.,2
0
0
2
,S
.

Ⅰ

1
1
f.
も
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
に
つ
い
て
説
明
す
る
が
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
い
う
用
語
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
代
表
的
な

個
別
研
究
を
例
に
と
る
と
、
P
.
B
a
d
u
ra
,
V
e
rfa
ssu
n
g
,
in
:
E
v
a
n
g
e
lisch
e
s
S
ta
a
tsle
x
ik
o
n
,
3
.
A
u
fl.,
B
d
.

,
1
9
8
7
,
S
p
.
3
7
3
7
ff.
;J.
Ise
n
se
e
,
S
ta
a
t
u
n
d

Ⅱ

V
e
rfa
ssu
n
g
,
in
:H
b
S
tR

,
3
.
A
u
fl.,
2
0
0
4
,
S
.
3
ff.
で
も
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
い
う
用
語
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

Ⅱ

︵
%
︶

参
照
、
赤
坂
正
浩
﹃
立
憲
国
家
と
憲
法
変
遷
﹄
信
山
社
二
〇
〇
八
年
二
六
～
二
八
頁
、
七
五
頁
、
一
三
三
～
一
三
五
頁
。

︵
&
︶

例
外
的
に
、
マ
ウ
ン
ツ
の
初
版
の
憲
法
の
分
類
に
は
、
﹁
自
由
主
義
的
意
味
の
憲
法
﹂
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
学
説
に
い
う
立
憲
的
意
味
の
憲
法

に
あ
た
る
。
T
h
.
M
a
u
n
z
,
D
e
u
tsch
e
s
S
ta
a
tsre
ch
t,
1
.
A
u
fl.,
1
9
5
1
,
S
.
3
1
.

︵
(
︶

H
.
K
e
lse
n
,
W
e
se
n
u
n
d
E
n
tw
ick
lu
n
g
d
e
r
S
ta
a
tsg
e
rich
tsb
a
rk
e
it,
1
9
2
9
,
in
:W
R
S
.
S
.
1
8
1
9
.
菅
野
喜
八
郎
﹃
国
権
の
限
界
問
題
﹄
木
鐸
社
一
九
七
八
年
七
〇

～
七
一
頁
、
古
野
・
前
掲
注
︵


︶
論
文
六
三
～
六
五
頁
参
照
。
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︵

︶

明
治
憲
法
下
の
憲
法
解
説
書
で
も
、
国
家
の
組
織
・
作
用
の
基
本
法
を
広
義
の
憲
法
、
そ
の
う
ち
で
立
憲
政
体
を
と
る
も
の
を
狭
義
の
憲
法
と
称
す
る
と
し
て
、

10﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
を
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
一
種
と
捉
え
、
他
方
、
成
文
憲
法
典
を
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
も
呼
ぶ
と
し
て
、
伝
統
的
用
語
法
に
忠
実

な
説
明
を
お
こ
な
う
の
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
穂
積
八
束
﹃
憲
法
提
要
・
上
巻
﹄
有
斐
閣
書
房
一
九
一
〇
年
一
三
六
～
一
三
七
頁
、
市
村

光
恵
﹃
憲
法
要
論
﹄
有
斐
閣
書
房
一
九
〇
四
年
一
一
七
～
一
二
〇
頁
、
上
杉
慎
吉
﹃
新
稿
憲
法
述
義
﹄
有
斐
閣
一
九
二
三
年
二
三
四
～
二
三
八
頁
、
金
森
徳
次
郎
﹃
帝

国
憲
法
要
綱
﹄
巌
松
堂
一
九
二
五
年
五
二
頁
。

日
本
国
憲
法
の
主
要
な
解
説
書
で
は
、
小
嶋
・
概
説
の
ほ
か
に
も
、
た
と
え
ば
、
清
宮
四
郎
﹃
憲
法
Ⅰ
・
第
三
版
﹄
有
斐
閣
一
九
七
九
年
六
～
七
頁
、
伊
藤
正
己
﹃
憲

法
・
第
三
版
﹄
弘
文
堂
一
九
九
五
年
七
～
八
頁
が
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
に
つ
い
て
伝
統
的
な
用
語
法
に
従
っ
た
説
明
を
し
て
い
る
。

︵

︶

美
濃
部
達
吉
﹃
憲
法
撮
要
﹄
︵
第
五
版
第
三
刷
︶
有
斐
閣
一
九
三
二
年
七
〇
～
七
一
頁
。

11
︵

︶

小
嶋
和
司
﹃
憲
法
概
説
﹄
良
書
普
及
会
一
九
八
七
年
、
信
山
社
に
よ
る
復
刻
版
二
〇
〇
四
年
二
～
三
頁
。

12

三

佐
々
木
惣
一
説
と
そ
の
影
響

⑴

以
上
の
よ
う
な
用
語
法
が
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
日
本
の
憲
法
学
の
伝
統
的
な
言
葉
遣
い
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
﹁
は
じ
め
に
﹂
で
あ

げ
た
﹃
憲
法
・
第
四
版
﹄
に
示
さ
れ
た
芦
部
説
は
、
明
ら
か
に
伝
統
的
用
語
法
と
は
異
な
る
。
こ
の
点
を
も
う
一
度
確
認
す
る
た
め

に
、
憲
法
の
概
念
に
つ
い
て
い
っ
そ
う
詳
細
な
考
察
を
展
開
し
て
い
る
﹃
憲
法
学
Ⅰ
﹄
も
み
て
お
こ
う
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

﹁
実
質
的
憲
法
概
念
の
う
ち
、
…
…
国
の
統
治
の
基
本
に
関
す
る
ル
ー
ル
︵
国
家
の
基
礎
法
︶
と
し
て
の
憲
法
を
、
通
常
﹃
固
有
の
意
味
の

憲
法
﹄
と
呼
ぶ
﹂
。
﹁
こ
れ
に
対
し
て
、
実
質
的
憲
法
概
念
の
う
ち
、
…
…
立
憲
的
な
︵
c
o
n
stitu
tio
n
a
l︶
諸
制
度
に
関
す
る
ル
ー
ル
と
し
て
の

憲
法
は
、
市
民
革
命
期
に
、
政
治
権
力
を
制
限
す
る
規
範
体
系
・
規
範
秩
序
と
し
て
説
か
れ
た
…
…
﹂
。
﹁
実
質
的
憲
法
概
念
の
①
と
②
、
す
な

わ
ち
、
﹃
す
べ
て
の
国
に
憲
法
は
存
す
る
﹄
と
い
う
命
題
﹇
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹈
と
、
﹃
憲
法
は
自
由
国
家
の
基
本
法
で
あ
る
﹄
と
い
う
命
題

﹇
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹈
は
、
論
理
的
に
は
結
び
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
同
じ
実
質
的
憲
法
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
一
括
し
て
分
類

さ
れ
た
の
は
、
…
…
法
実
証
主
義
の
憲
法
理
論
で
は
、
一
般
に
、
法
の
内
容
は
法
の
概
念
に
非
本
質
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
憲
法
の
場
合
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も
、
実
質
よ
り
も
成
文
な
い
し
硬
性
…
…
と
い
う
形
式
こ
そ
が
重
視
さ
れ
た
か
ら
で

(

)

あ
る
﹂
。

13

ま
た
﹃
憲
法
学
Ⅰ
﹄
で
は
、
﹁
﹃
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹄
を
﹃
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹄
…
…
に
限
定
し
、
﹃
近
代
的
意
味
の
憲
法
﹄

…
…
を
実
質
的
概
念
・
形
式
的
概
念
の
区
別
と
は
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
概
念
と
し
て
説
く
学
説
も
有
力
﹂
だ
と
し
て
、
佐
々
木
惣
一
、

清
宮
四
郎
、
小
嶋
和
司
の
著
作
が
あ
げ
ら
れ
、
芦
部
自
身
は
そ
れ
に
は
従
え
な
い
こ
と
も
示
唆
さ
れ
て

(

)

い
る
。

14

こ
う
し
た
理
解
は
、
ド
イ
ツ
の
実
証
主
義
公
法
学
が
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
を
﹁
実
質
的
意
味
の
憲

法
﹂
の
下
位
概
念
と
捉
え
て
い
る
と
い
う
認
識
に
お
い
て
も
、
小
嶋
説
が
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
を
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
独

立
の
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
と
い
う
認
識
に
お
い
て
も
、
到
底
正
確
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
芦
部

説
こ
そ
、
そ
の
注
で
あ
げ
ら
れ
た
佐
々
木
惣
一
の
用
語
法
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
佐
々
木
惣

一
の
見
解
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑵

佐
々
木
の
明
治
憲
法
時
代
の
体
系
的
解
説
書
﹃
日
本
憲
法
要
論
﹄
は
、
憲
法
の
概
念
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
た
。
こ
こ

で
も
煩
を
厭
わ
ず
に
原
文
を
引
用
す
る
︵
漢
字
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
旧
字
体
の
原
文
を
漢
字
ひ
ら
が
な
混
じ
り
新
字
体
に
改
め
た
︶
。

﹁
憲
法
の
概
念
に
就
て
は
其
の
本
来
の
概
念
と
近
代
の
国
家
論
に
於
て
用
ゐ
ら
る
る
概
念
と
を
区
別
す
る
を
要
す
。
今
後
者
を
前
者
に
対
し

て
憲
法
の
近
代
的
概
念
と
云
ふ
。

第
一

憲
法
の
本
来
の
概
念
。
憲
法
の
本
来
の
概
念
に
就
て
も
亦
実
質
的
概
念
と
形
式
的
概
念
と
を
区
別
す
る
を
要
す
。

一

憲
法
の
実
質
的
概
念
。
実
質
的
概
念
と
し
て
、
憲
法
と
は
国
家
の
根
本
法
即
ち
国
家
に
関
す
る
根
本
規
範
を
定
む
る
法
を
謂
ふ
。
之
を

実
質
憲
法
と
名
く
。
…
…

実
質
的
概
念
た
る
憲
法
は
国
と
し
て
之
を
有
せ
ざ
る
は
な
し
。
但
是
れ
国
家
前
に
成
立
し
て
而
し
て
後
に
国
家
が
必
ず
憲
法
を
定
む
と
云
ふ
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に
非
ず
。
国
家
の
成
立
と
共
に
必
ず
憲
法
あ
り
。
憲
法
な
く
し
て
国
家
あ
る
を
得
ざ
る
な
り
。

二

憲
法
の
形
式
的
概
念
。
形
式
的
概
念
と
し
て
、
憲
法
と
は
憲
法
な
り
し
と
て
制
定
発
布
せ
ら
れ
た
る
法
を
謂
ふ
。
之
を
形
式
憲
法
と
名

く
。
即
ち
、
国
家
が
特
に
其
の
法
を
以
て
国
家
に
関
す
る
根
本
規
範
を
定
め
他
の
法
と
区
別
す
る
こ
と
を
示
し
た
る
も
の
な
り
。
…
…

第
二

憲
法
の
近
代
的
概
念
。
近
代
の
国
家
論
に
於
て
憲
法
と
云
ふ
と
き
は
、
特
殊
の
意
義
を
有
し
、
特
に
国
家
の
根
本
法
に
し
て
立
憲
政

体
を
定
む
る
も
の
の
み
を
指
す
の
慣
例
と
す
。
此
の
意
義
に
於
け
る
憲
法
は
立
憲
国
の
み
之
を
有
す
。
其
の
形
式
憲
法
即
ち
所
謂
成
文
憲
法
た

る
と
実
質
憲
法
即
ち
不
文
憲
法
た
る
と
は
問
ふ
所
に
非
ざ
る

(

)

な
り
﹂
。

15

⑶

他
方
、
佐
々
木
の
日
本
国
憲
法
の
体
系
的
解
説
書
﹃
日
本
国
憲
法
論
﹄
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
に
な
っ
て
い
る
。

﹁
法
の
中
特
に
憲
法
と
呼
ば
れ
る
特
別
の
も
の
が
あ
る
。
憲
法
の
概
念
に
つ
い
て
は
そ
の
概
念
を
構
成
す
る
場
合
の
着
眼
点
を
定
め
な
く
て

は
な
ら
ぬ
。

第
一

規
定
の
性
質
に
着
眼
す
る
概
念

こ
れ
に
本
来
の
概
念
と
近
代
的
の
概
念
と
の
区
別
が
あ
る
。

一

憲
法
の
本
来
の
概
念

本
来
の
概
念
と
し
て
、
憲
法
と
は
国
家
の
根
本
法
を
い
う
。
即
ち
根
本
的
の
見
地
で
国
家
に
関
し
て
規
律
す

る
法
を
い
う
。
…
…

か
か
る
意
味
の
憲
法
は
い
か
な
る
国
家
に
お
い
て
も
存
在
す
る
。
憲
法
な
き
国
家
と
い
う
も
の
は
論
理
的
に
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

…
…二

憲
法
の
近
代
的
概
念

こ
こ
に
憲
法
の
近
代
的
概
念
と
は
、
憲
法
の
概
念
と
し
て
近
代
に
至
つ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
代
の

国
家
論
に
お
い
て
憲
法
と
い
う
と
き
は
、
国
家
の
根
本
法
で
あ
つ
て
立
憲
政
体
を
定
め
る
も
の
の
み
を
指
し
て
い
う
の
例
で
あ
る
。
…
…

第
二

存
在
の
形
態
に
着
眼
す
る
概
念

こ
れ
に
実
質
的
の
概
念
と
形
式
的
の
概
念
と
の
区
別
が
あ
る
。

一

憲
法
の
実
質
的
概
念

実
質
的
概
念
と
し
て
、
憲
法
と
は
国
家
の
根
本
法
た
る
性
質
を
有
す
る
法
を
指
し
て
、
国
家
が
こ
れ
を
根
本

法
と
す
る
意
思
を
表
示
す
る
と
否
と
に
関
せ
ず
、
称
す
る
。
略
し
て
実
質
憲
法
と
い
う
。
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二

憲
法
の
形
式
的
概
念

形
式
的
概
念
と
し
て
、
憲
法
と
は
国
家
が
国
家
の
根
本
法
で
あ
る
と
し
て
制
定
公
布
し
た
法
を
い
う
。
略
し

て
形
式
憲
法
と
い
う
。
…
…
右
の
形
式
的
概
念
と
し
て
の
憲
法
は
、
法
そ
の
も
の
と
し
て
は
、
前
述
の
本
来
的
意
味
の
憲
法
と
一
致
す
る
。
併

し
こ
れ
を
見
る
着
眼
点
が
異
な
る
。
然
し
な
が
ら
、
前
述
の
近
代
的
概
念
と
し
て
の
憲
法
と
は
一
致
し
な
い
。
立
憲
政
体
を
認
め
な
い
根
本
法

で
あ
つ
て
も
、
形
式
憲
法
た
る
根
本
法
で
あ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
か
ら
で

(

)

あ
る
﹂
。

16

⑷

こ
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
佐
々
木
の
憲
法
概
念
論
に
は
、
戦
前
と
戦
後
で
看
過
で
き
な
い
相
違
が
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
戦

前
の
憲
法
概
念
論
の
特
色
と
そ
の
問
題
点
を
み
て
お
き
た
い
。

戦
前
期
佐
々
木
説
の
第
一
の
特
色
と
︵
私
見
に
よ
れ
ば
︶
同
時
に
問
題
点
は
、
﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂
と
﹁
憲
法
の
近
代
的
概
念
﹂

と
を
、
ま
ず
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
し
、
佐
々
木
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
用
語
法
と
同
じ
く

﹁
憲
法
の
近
代
的
概
念
﹂
は
﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂
の
一
種
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
を
述
べ
た
か
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
両
者
を
並
列

的
に
掲
げ
て
そ
の
区
別
を
強
調
す
る
表
現
形
式
は
ミ
ス
リ
ー
ド
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
も
し
、
佐
々
木
が
、
﹁
憲
法

の
本
来
の
概
念
﹂
と
﹁
憲
法
の
近
代
的
概
念
﹂
と
を
対
置
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
佐
々
木
の
い
う
﹁
憲
法
の
近
代
的
概
念
﹂
と
は
、

立
憲
政
体
を
と
る
国
家
の
根
本
法
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
対
置
さ
れ
る
﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂
と
は
、
﹁
立
憲
政
体
を
と
ら
な
い
国

家
の
根
本
法
﹂
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
、
﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂
の
さ
ら
に
下
位
区
分
と
さ
れ
る
﹁
憲
法
の
実
質
的
概
念
﹂

が
、
立
憲
的
た
る
と
非
立
憲
的
た
る
と
を
問
わ
ず
﹁
国
家
の
根
本
法
﹂
の
意
味
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
平
仄
が
合
わ
な
い
。

戦
前
期
佐
々
木
説
の
第
二
の
特
色
と
問
題
点
は
、
﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂
と
﹁
憲
法
の
実
質
的
概
念
﹂
を
区
別
し
、
﹁
憲
法
の
本
来

の
概
念
﹂
を
﹁
憲
法
の
実
質
的
概
念
﹂
お
よ
び
﹁
憲
法
の
形
式
的
概
念
﹂
の
上
位
概
念
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
引
用
し
た

箇
所
を
確
認
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
位
置
づ
け
の
結
果
、
佐
々
木
の
い
う
﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂
は
、
奇
妙
な
こ
と
に
定
義

を
欠
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂
は
、
そ
の
下
位
概
念
で
あ
る
は
ず
の
﹁
憲
法
の
実
質
的
概
念
﹂
と
実
際
は
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同
義
の
よ
う
に
も
み
え
る
し
、
ま
た
﹁
憲
法
の
近
代
的
概
念
﹂
と
の
対
置
か
ら
す
る
と
、
上
述
の
よ
う
に
﹁
非
立
憲
的
憲
法
﹂
を
指
す

よ
う
で
も
あ
っ
て
、
は
な
は
だ
明
確
を
欠
く
。

戦
前
期
佐
々
木
説
の
第
三
の
特
色
と
問
題
点
は
、
﹁
憲
法
の
実
質
的
概
念
﹂
と
﹁
憲
法
の
形
式
的
概
念
﹂
の
区
別
の
仕
方
、
特
に

﹁
憲
法
の
実
質
的
概
念
﹂
の
理
解
の
仕
方
に
あ
る
。
佐
々
木
の
い
う
﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂
が
、
さ
ら
に
﹁
憲
法
の
実
質
的
概
念
﹂

と
﹁
憲
法
の
形
式
的
概
念
﹂
と
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
﹁
憲
法
の
近
代
的
概
念
﹂
の
ほ
う
も
、
そ
れ
が
﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂

の
下
位
概
念
で
あ
る
に
せ
よ
、
対
立
概
念
で
あ
る
に
せ
よ
、
﹁
実
質
的
概
念
﹂
と
﹁
形
式
的
概
念
﹂
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
現
に
佐
々
木
は
、
﹁
近
代
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
は
﹁
特
に
国
家
の
根
本
法
に
し
て
立
憲
政
体
を
定
む
る
も
の
の
み
を
指
す
の

慣
例
と
﹂
し
、
﹁
其
の
形
式
憲
法
即
ち
所
謂
成
文
憲
法
た
る
と
実
質
憲
法
即
ち
不
文
憲
法
た
る
と
は
問
ふ
所
に
非
ざ
る
な
り
﹂
と
し
て

い
る
︵
傍
線
は
本
稿
筆
者
︶
。
こ
こ
で
は
、
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
成
文
憲
法
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
不
文
憲
法
と
等
置
さ

れ
、
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
が
対
立
概
念
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
伝
統
的
用
語
法
で
は
、

﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
は
、
そ
の
内
容
が
国
家
の
最
高
諸
機
関
の
種
類
・
組
織
・
権
限
の
基
本
事
項
等
に
関
す
る
法
規
範
の
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
不
文
憲
法
と
同
義
で
は
な
い
。
憲
法
典
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
、
複
数
の
法
的
文
書
に
分
散
し
て
い
て
も
、

あ
る
部
分
は
法
典
化
さ
れ
、
あ
る
部
分
は
不
文
の
慣
習
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
し
た
形
式
と
は
ま
っ
た
く
か
か
わ
り
な
く
、
内
容
的
に
最

高
国
家
諸
機
関
の
種
類
・
組
織
・
権
限
の
基
本
事
項
等
に
関
す
る
法
規
範
で
あ
れ
ば
﹁
憲
法
﹂
と
よ
ぶ
、
と
い
う
趣
旨
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
、
法
規
範
に
関
す
る
異
な
る
次
元
の
分
類
基
準
な
の
で
あ
っ
て
、

対
立
概
念
で
は
な
い
。
戦
前
期
佐
々
木
説
に
は
、
こ
の
点
の
誤
解
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

⑸

憶
測
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
不
都
合
に
気
づ
い
た
の
か
、
戦
後
の
佐
々
木
説
は
、
﹁
性
質
﹂
に
着
眼
す
る
分
類
と
﹁
存

在
の
形
態
﹂
に
着
眼
す
る
分
類
と
の
区
別
と
い
う
新
た
な
観
点
を
導
入
し
、
﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂
と
﹁
憲
法
の
近
代
的
概
念
﹂
を

﹁
性
質
﹂
に
着
眼
し
た
分
類
、
﹁
憲
法
の
実
質
的
概
念
﹂
と
﹁
憲
法
の
形
式
的
概
念
﹂
を
﹁
存
在
の
形
態
﹂
に
着
眼
し
た
分
類
と
位
置
づ
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け
な
お
し
た
。

﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂
と
﹁
憲
法
の
近
代
的
概
念
﹂
が
対
に
な
る
よ
う
な
書
き
ぶ
り
は
な
お
ミ
ス
リ
ー
ド
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ

の
新
た
な
構
成
の
結
果
、
﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂
と
﹁
憲
法
の
実
質
的
概
念
﹂
﹁
憲
法
の
形
式
的
概
念
﹂
と
が
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂
に
﹁
国
家
の
根
本
法
﹂
と
い
う
定
義
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
﹁
憲
法
の
近
代
的
概
念
﹂
が

﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂
の
一
種
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
国
家
の
根
本
法
の
う
ち
、
立
憲
政
体
を
と
る
も
の
が
﹁
憲
法
の
近
代
的

概
念
﹂
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
戦
後
の
佐
々
木
説
も
、
﹁
憲
法
の
実
質
的
概
念
﹂
と
﹁
憲
法
の
形
式
的
概
念
﹂
に
つ
い
て
は
、
戦
前
期

と
同
様
の
誤
解
を
引
き
ず
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
、

け
っ
し
て
対
立
概
念
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
﹁
存
在
の
形
態
﹂
と
い
っ
た
、
あ
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
基
準
と
し
て
、
憲
法
規
範
が

﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
か
、
で
な
け
れ
ば
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
に
択
一
的
に
分
類
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
﹁
実
質
的
意
味
の
憲

法
﹂
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
、
一
国
の
法
規
範
の
分
類
の
結
果
で
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
そ
れ
自
体
が
分
類
の
基
準
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
国
の
法
規
範
の
全
体
か
ら
、
内
容
︵
実
質
︶
を
基
準
と
し
て
取
り
出
さ
れ
た
憲
法
規
範
が
﹁
実
質
的
意

味
の
憲
法
﹂
で
あ
り
、
形
式
を
基
準
と
し
て
取
り
出
さ
れ
た
憲
法
規
範
が
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
﹁
実
質

的
意
味
の
憲
法
﹂
の
対
立
概
念
を
あ
え
て
言
語
化
す
れ
ば
、
そ
れ
は
﹁
実
質
的
意
味
の
非
憲
法
﹂
︵
内
容
的
に
み
て
憲
法
と
は
い
え
な
い

法
規
範
︶
で
あ
り
、
同
じ
く
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
対
立
概
念
を
あ
え
て
言
語
化
す
れ
ば
、
そ
れ
は
﹁
形
式
的
意
味
の
非
憲
法
﹂

︵
形
式
か
ら
み
て
憲
法
と
は
い
え
な
い
法
規
範
︶
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
﹁
存
在
の
形
態
﹂
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
﹁
憲
法
の
実
質
的

概
念
﹂
と
﹁
憲
法
の
形
式
的
概
念
﹂
と
が
区
別
さ
れ
る
と
す
る
戦
後
期
佐
々
木
説
は
、
戦
前
期
と
同
様
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
=
不

文
憲
法
と
い
う
誤
解
か
ら
脱
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑹

こ
う
し
た
戦
後
期
佐
々
木
説
を
踏
襲
す
る
代
表
的
論
者
は
佐
藤
幸
治
で
あ
る
。
佐
藤
﹃
憲
法
﹄
の
該
当
部
分
を
引
用
す
る
︵
傍
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線
は
本
稿
筆
者
︶
。

﹁
⑴
実
質
憲
法
と
形
式
憲
法

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
憲
法
は
国
家
の
根
本
法
の
意
で
あ
る
が
、
委
細
に
い
え
ば
、
憲
法
は
様
々
な
意
味

で
用
い
ら
れ
る
。
ま
ず
、
憲
法
の
存
在
様
式
に
関
連
し
て
、
形
式
的
意
味
に
お
け
る
憲
法
な
い
し
形
式
憲
法
と
実
質
的
意
味
に
お
け
る
憲
法
な

い
し
実
質
憲
法
と
の
別
が
生
ず
る
。
前
者
の
形
式
憲
法
と
は
、
軟
性
・
硬
性
を
問
わ
ず
憲
法
典
と
い
う
特
別
の
形
式
で
存
在
す
る
憲
法
…
…
ま

た
は
通
常
の
法
律
よ
り
も
高
い
形
式
的
効
力
を
も
つ
法
規
範
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
て
実
質
憲
法
と
は
、
そ
の
よ
う
な
成
文
形
式
で
存
在
す
る

か
否
か
を
問
わ
ず
、
お
よ
そ
国
家
の
構
造
・
組
織
お
よ
び
作
用
の
基
本
に
関
す
る
規
範
一
般
を
指
す
。
実
質
憲
法
は
、
お
よ
そ
国
家
あ
る
と
こ

ろ
す
べ
て
に
存
在
す
る
。
形
式
憲
法
の
内
容
の
す
べ
て
が
必
ず
し
も
実
質
憲
法
と
は
限
ら
ず
…
…
、
ま
た
、
実
質
憲
法
が
す
べ
て
形
式
憲
法
に

取
り
込
ま
れ
る
と
は
限
ら
な
い
…
…
。

⑵
固
有
の
意
味
の
憲
法
と
立
憲
的
・
近
代
的
意
味
の
憲
法

上
述
の
よ
う
に
、
お
よ
そ
国
家
は
、
そ
の
組
織
や
構
造
の
基
本
に
関
す
る
法

の
存
在
を
前
提
と
す
る
が
、
こ
れ
を
固
有
の
意
味
で
の
憲
法
な
い
し
本
来
的
意
味
で
の
憲
法
と
い
う
。
こ
の
固
有
の
意
味
で
の
憲
法
と
先
の
実

質
憲
法
と
は
、
結
局
同
一
の
事
柄
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
固
有
の
意
味
で
の
憲
法
は
事
柄
の
性
質
に
着
眼
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
実
質

憲
法
は
事
柄
の
存
在
様
式
に
着
眼
し
て
の
も
の
で
あ
っ
て
、
着
眼
点
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
固
有
の
意
味
で
の
憲
法
に
対
し
て
、
と
く
に
権
力
保
持
者
に
よ
る
権
力
濫
用
を
意
識
的
に
阻
止
し
、
権
力
名
宛
人
の
利
益
保
護
を
終
局

の
目
的
と
す
る
憲
法
を
立
憲
的
意
味
に
お
け
る
憲
法
と
い
い
、
こ
の
種
の
憲
法
の
体
系
的
展
開
が
近
代
国
家
に
至
っ
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
近
代
的
意
味
に
お
け
る
憲
法
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
…
…
。
上
述
の
よ
う
に
、
近
代
的
意
味
に
お
け
る
憲
法
は
一
般
に
形
式
憲

法
と
し
て
登
場
し
存
在
し
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
例
外
…
…
も
あ
る
。
な
お
、
実
質
憲
法
に
つ
い
て
、
広
狭
二
義
を
区
別
し
、
広
義

に
お
い
て
は
﹃
国
家
の
根
本
法
﹄
を
、
狭
義
に
お
い
て
は
﹃
立
憲
政
の
国
家
に
於
け
る
国
家
の
根
本
法
の
み
﹄
を
意
味
す
る
と
解
す
る
立
場
も

あ
る
︵
美
濃
部

(

)

達
吉
︶
﹂
。

17

私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
佐
藤
説
も
、
戦
後
期
佐
々
木
説
の
問
題
点
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
﹁
実
質
的
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意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
は
、
そ
の
定
義
が
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
り
な
が
ら
、
前
者
が
憲
法
の
存
在
様
式
に
も
と
づ

き
、
後
者
が
性
質
に
も
と
づ
く
次
元
の
異
な
る
分
類
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲

法
﹂
が
対
立
概
念
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
上
述
の
よ
う
に
佐
々
木
説
が
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
形
式

的
意
味
の
憲
法
﹂
を
不
文
憲
法
・
成
文
憲
法
と
同
義
の
対
立
概
念
と
み
な
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
佐
藤
説
は
そ
う
は
理
解
し
て
い
な

い
。

︵

︶

芦
部
信
喜
﹃
憲
法
学
Ⅰ
﹄
有
斐
閣
一
九
九
二
年
九
～
一
〇
頁
。

13
︵

︶

芦
部
・
憲
法
学
Ⅰ
五
～
六
頁
、
八
頁
注
︵


︶
。
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
を
固
有
の
意
味
の
憲
法
に
限
定
し
て
い
る
﹂
と
い
う
批
判
の
仕
方
に
も
、
﹁
固
有
の
意
味
の

14
憲
法
﹂
と
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
二
分
法
的
発
想
が
投
影
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

︵

︶

佐
々
木
惣
一
﹃
日
本
憲
法
要
論
︵
第
二
版
︶
﹄
金
刺
芳
流
堂
一
九
三
一
年
一
〇
五
～
一
〇
九
頁
。

15
︵

︶

佐
々
木
惣
一
﹃
改
訂
日
本
国
憲
法
論
﹄
有
斐
閣
一
九
五
二
年
五
九
～
六
四
頁
。

16
︵

︶

佐
藤
幸
治
﹃
憲
法
・
第
三
版
﹄
青
林
書
院
一
九
九
五
年
一
五
～
一
六
頁
。

17

四

佐
々
木
説
・
芦
部
説
・
佐
藤
説
の
問
題
点

⑴

以
上
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
﹁
固
有
の
意
味
︵
本
来
的
意
味
︶
の
憲
法
﹂
﹁
立
憲
的
意
味
︵
近
代
的
意
味
︶
の
憲
法
﹂
﹁
形
式
的

意
味
の
憲
法
﹂
と
い
う
用
語
は
、
ド
イ
ツ
・
日
本
の
伝
統
的
用
語
法
に
従
っ
て
使
用
す
る
の
が
適
切
だ
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
趣
旨
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
法
規
範
の
内
容
に
も
と
づ
く
分
類
、
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
法
規
範
の
︵
存
在
︶

形
式
に
も
と
づ
く
分
類
︵
制
定
法
の
種
類
︶
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
分
類
の
観
点
が
異
な
る
の
で
あ
っ
て
、
対
立
概
念
で
は
な
い
。
﹁
実

質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
固
有
の
意
味
︵
本
来
的
意
味
︶
の
憲
法
﹂
は
同
義
で
あ
る
。
﹁
立
憲
的
意
味
︵
近
代
的
意
味
︶
の
憲
法
﹂
は
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﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
一
種
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
用
語
法
の
立
場
に
立
っ
た
場
合
に
生
ず
る
佐
々
木
説
・
芦
部
説
・
佐

藤
説
に
対
す
る
疑
問
を
、
も
う
一
度
以
下
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

⑵

第
一
に
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
対
概
念
で
は
あ
る
が
、
け
っ
し
て
対
立
概
念
で
は
な
い
。

﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
対
立
概
念
は
﹁
実
質
的
意
味
の
非
憲
法
﹂
︵
そ
の
内
容
上
、
憲
法
と
は
い
え
な
い
法
規
範
︶
で
あ
り
、
﹁
形
式

的
意
味
の
憲
法
﹂
の
対
立
概
念
は
﹁
形
式
的
意
味
の
非
憲
法
﹂
︵
そ
の
形
式
上
、
憲
法
と
は
い
え
な
い
法
規
範
︶
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も

な
い
こ
と
だ
が
、
日
本
国
憲
法
は
、
形
式
的
意
味
で
も
実
質
的
意
味
で
も
憲
法
で
あ
る
。

⑶

第
二
に
、
戦
前
期
佐
々
木
説
、
戦
後
期
佐
々
木
説
お
よ
び
佐
藤
説
、
芦
部
説
は
、
概
念
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
理
解
に
立
ち
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
を
別
物
と
理
解
し
て
い
る
点
で
は
共
通

し
て
い
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
三
説
と
も
こ
の
区
別
を
貫
徹
で
き
て
い
な
い
。

す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
戦
前
期
佐
々
木
説
は
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
︵
﹁
憲
法
の
本
来
の
概
念
﹂
︶
を
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂

と
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
上
位
概
念
と
位
置
づ
け
て
い
な
が
ら
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
自
体
に
は
定
義
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
戦
後
期
佐
々
木
説
︵
お
よ
び
佐
藤
説
︶
は
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
を
、
一
方
は
﹁
存
在
形

態
に
よ
る
区
別
﹂
、
他
方
は
﹁
性
質
に
よ
る
区
別
﹂
だ
と
し
て
再
構
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
定
義
は
、
い
ず
れ
も
﹁
国
家
の
根

本
法
﹂
で
あ
っ
て
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
上
に
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
対
立
と
い
う
不
適
切
な
理

解
を
伴
っ
た
り
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
対
立
と
い
う
こ
れ
も
不
適
切
な
理
解
を
伴
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
同
一
の
定
義
を
も
つ
一
つ
の
概
念
が
、
﹁
性
質
﹂
に
よ
る
区
別
と
﹁
存
在
形
態
﹂
に
よ
る
区
別
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
次

元
で
対
立
概
念
を
も
つ
と
い
う
、
こ
の
技
巧
的
な
分
類
に
も
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
本
稿
冒
頭
の
﹃
憲
法
・
第
四
版
﹄
の
引
用
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
芦
部
説
で
は
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
、
﹁
固
有
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の
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
上
位
概
念
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
自
体
の
定
義
は
み

あ
た
ら
な
い
。
ち
ょ
う
ど
、
戦
前
期
佐
々
木
説
に
﹁
憲
法
の
実
質
的
概
念
﹂
と
﹁
憲
法
の
形
式
的
概
念
﹂
の
上
位
に
置
か
れ
た
﹁
憲
法

の
本
来
の
概
念
﹂
の
定
義
が
み
あ
た
ら
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。

⑷

第
三
に
、
佐
々
木
・
芦
部
・
佐
藤
の
言
説
に
は
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
を
対
立
概
念
と
す

る
見
解
、
あ
る
い
は
そ
う
誤
読
さ
れ
る
表
現
形
式
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
も
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
の
第
一
は
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
対
置
は
、
二
で
確
認
し
た
伝
統
的
用
語
法
と
異
な

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
伝
統
的
用
語
法
で
は
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
=﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
=﹁
最
高
国
家
諸
機
関
の
種
類
・

組
織
・
権
限
の
基
本
事
項
等
に
関
す
る
法
規
範
﹂
と
さ
れ
る
の
で
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
の
対
立
概
念
は
、
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲

法
﹂
で
は
な
く
、
あ
え
て
い
え
ば
﹁
固
有
の
意
味
の
非
憲
法
﹂
で
あ
る
。
ま
た
、
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
は
、
﹁
立
憲
主
義
的
な
内

容
を
も
っ
た
最
高
国
家
諸
機
関
の
種
類
・
組
織
・
権
限
の
基
本
事
項
等
に
関
す
る
法
規
範
﹂
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
対
立
概
念
は
﹁
固
有

の
意
味
の
憲
法
﹂
で
は
な
く
、
あ
え
て
い
え
ば
﹁
非
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
で
あ
る
。
誰
で
も
伝
統
的
用
語
法
と
は
異
な
る
用
語
法
を

選
択
す
る
自
由
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
違
い
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

理
由
の
第
二
は
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
対
置
が
立
憲
主
義
憲
法
の
誤
解
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
期
佐
々
木
説
・
芦
部
説
・
佐
藤
説
は
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
を
﹁
国
家
の
根
本
法
﹂
﹁
国
家
統
治
の
基
本
ル

ー
ル
﹂
﹁
国
家
の
組
織
・
構
造
の
基
本
法
﹂
と
定
義
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
も
し
、
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
が
、
こ

の
意
味
の
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
の
対
立
物
で
あ
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
﹁
専
断
的
な
権
力
を
制
限
し
て
広
く
国
民
の
権
利
を
保
障

(

)

す
る
﹂
法
規
範
の
み
を
指
す
と
理
解
さ
れ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
,
立
憲
民
主
主
義
思
想
に
立
脚
し
て
い
る
は
ず
の
日
本
国
憲
法
の
条
文

18
テ
ク
ス
ト
が
表
明
し
て
い
る
法
規
範
は
、
す
べ
て
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
は
含

ま
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
、
で
な
け
れ
ば
、
-
日
本
国
憲
法
の
条
文
テ
ク
ス
ト
が
表
明
し
て
い
る
法
規
範
に
は
、
内
容
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的
に
は
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
部
分
と
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
の
部
分
と
が
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

も
し
、
前
者
と
解
す
る
な
ら
ば
、
日
本
国
憲
法
は
現
在
の
日
本
国
家
の
﹁
根
本
法
﹂
﹁
国
家
の
組
織
・
構
造
の
基
本
法
﹂
で
は
な
い

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
こ
そ
立
憲
民
主
主
義
思
想
と
ま
っ
た
く
相
容
れ
な
い
見
解
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
後
者
の
よ
う
に
解
し

て
も
、
憲
法
典
の
条
文
に
表
明
さ
れ
て
い
る
法
規
範
を
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
の
部
分
﹂
と
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
の
部
分
﹂
に
腑
分

け
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
と
と
も
に
不
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
憲
法
四
一
条
が
表
明
す
る
法
規
範
は
、
国
会
を

﹁
国
権
の
最
高
機
関
﹂
﹁
国
の
唯
一
の
立
法
機
関
﹂
と
定
め
る
国
家
組
織
の
基
本
に
関
す
る
法
規
範
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
も
ち
ろ
ん

﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
規
範
で
あ
る
が
、
同
時
に
国
会
︵
議
会
︶
と
い
う
立
憲
民
主
主
義
的
国
家
機
関
を
設
置
し
、
国
会
に
は
行
政

権
・
司
法
権
を
付
与
し
な
い
こ
と
を
含
意
す
る
点
で
は
、
専
断
的
権
力
を
制
限
す
る
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
規
範
で
も
あ
る
。
こ
れ

は
、
日
本
国
憲
法
の
内
容
が
、
立
憲
主
義
的
な
実
質
的
意
味
の
憲
法
で
あ
る
こ
と
の
当
然
の
表
現
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
日
本
国
憲
法
︵
の
条
文
が
表
明
す
る
法
規
範
︶
は
、
立
憲
民
主
主
義
の
政
治
思
想
に
立
脚
し
て
お
り
、
国
家
権
力
機
構
を

樹
立
す
る
と
同
時
に
、
人
権
保
障
を
目
的
と
し
て
こ
れ
を
制
限
す
る
法
規
範
で
も
あ
る
と
い
う
、
ド
イ
ツ
憲
法
に
つ
い
て
ツ
ィ
ペ
リ
ウ

ス

=
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
が
述
べ
て
い
る
よ
う
な
常
識
論
こ
そ
、
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
適
切
な
説
明
な
の
で
あ
る
。

︵

︶

芦
部
・
憲
法
五
頁
。

18

五

日
本
国
憲
法
の
解
釈
論
と
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
概
念

⑴

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
そ
も
そ
も
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
論
に
と
っ
て
は
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
︵
﹁
固
有
の
意
味
の
憲

法
﹂
︶
と
い
う
概
念
は
不
要
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
に
囚
わ
れ
る
。
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そ
の
理
由
を
あ
げ
る
と
、
ま
ず
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
流
れ
か
ら
理
解
で
き
る
︵
と
期
待
さ
れ
る
︶
よ
う
に
、
日
本
国
憲
法

下
の
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
高
名
な
憲
法
学
者
の
言
説
に
よ
っ
て
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
の
用
語
法
に

は
、
遺
憾
な
が
ら
は
な
は
だ
し
い
混
乱
が
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、
第
二
に
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
学
と
学
習
に
お
い
て
は
、
︵
教
科
書
冒
頭
の
説
明
を
除
い
て
︶﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
﹁
固

有
の
意
味
の
憲
法
﹂
の
概
念
が
、
み
ず
か
ら
の
主
張
を
根
拠
づ
け
結
論
を
導
く
鍵
概
念
と
さ
れ
た
例
は
管
見
す
る
か
ぎ
り
存
在
せ
ず
、

私
見
に
よ
れ
ば
︵
と
り
わ
け
学
生
が
︶
難
解
で
混
乱
し
た
用
語
法
に
つ
き
合
う
必
要
も
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
の
、
も
う
少
し
理
論
的
な
理
由
は
、
法
令
の
違
憲
審
査
制
度
を
伴
う
成
文
硬
性
憲
法
典
が
存
在
す
る
現
代
日
本
の
よ
う
な
国
家

で
は
、
形
式
上
、
憲
法
典
の
条
文
の
意
味
と
し
て
表
示
さ
れ
る
法
規
範
に
は
他
の
法
規
範
の
合
憲
性
を
量
る
尺
度
と
い
う
、
実
務
上
も

重
要
な
特
殊
な
意
義
が
あ
る
以
上
、
か
つ
て
樋
口
陽
一
が
説
い
た
よ

(

)

う
に
、
憲
法
と
い
え
ば
日
本
国
憲
法
を
意
味
す
る
と
い
う
用
語
法

19

に
は
、
制
度
上
の
合
理
性
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
第
四
の
、
さ
ら
に
本
質
的
な
理
由
は
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
︵
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
︶
は
、
定
義
上
、
そ
の
外
延
を

画
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
有
用
な
解
釈
論
的
形
象

A
u
sle
g
u
n
g
sfig
u
r
と
な
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
﹁
実
質
的
意
味
の

憲
法
﹂
の
外
延
を
画
す
る
こ
と
の
困
難
は
、
古
く
か
ら
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て

(

)

き
た
。
そ
の
根
本
的
な
理
由
は
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲

20

法
﹂
︵
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
︶
が
、
︵
最
も
一
般
的
な
定
義
に
よ
れ
ば
︶﹁
国
家
の
組
織
と
作
用
の
﹂
あ
る
い
は
﹁
最
高
国
家
諸
機
関
の
種

類
・
組
織
・
権
限
﹂
の
﹁
基
本
的
な
﹂
法
規
範
と
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
﹁
基
本
的
﹂
か
否
か
は
、
論
者
の
価
値
判
断
に
依
存
す
る
不

確
定
な
識
別
基
準
だ
か
ら
で
あ
る
。

⑵

現
代
日
本
の
憲
法
学
者
の
な
か
で
、
憲
法
解
釈
学
が
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
を
重
視
す
べ
き
こ
と
を
力
説
す
る
ま
れ
な
論
者

は
大
石
眞
で
あ
ろ
う
。
大
石
の
趣
旨
は
、
憲
法
典
に
考
察
の
視
野
を
限
局
す
る
と
、
近
年
の
﹁
憲
法
秩
序
﹂
の
大
き
な
変
動
を
正
当
に

考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
傾
聴
す
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
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大
石
も
、
考
察
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
﹁
憲
法
秩
序
﹂
の
範
囲
を
理
論
的
に
提
示
し
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

大
石
は
、
﹁
憲
法
秩
序
﹂
と
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
を
ほ
ぼ
同
義
に
用
い
、
﹁
成
文
憲
法
体
制
の
場
合
、
憲
法
秩
序
は
、
通
常
、

単
一
の
憲
法
典
に
盛
り
込
ま
れ
た
各
種
の
条
規
だ
け
で
な
く
、
憲
法
典
に
準
ず
る
効
力
を
有
す
る
司
法
的
先
例
又
は
憲
法
判
例
や
、
そ

れ
ら
に
劣
位
す
る
通
常
の
法
令
又
は
憲
法
附
属
法
な
ど
か
ら
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
﹂
と
し
た
上
で
、
﹁
国
家
機
関
の
組
織
・
構
成
な
ど

に
関
す
る
統
治
構
造
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
憲
法
典
と
憲
法
附
属
法
と
が
…
…
重
要
と
な
る
﹂
と
述
べ
て
、
憲
法
附
属
法
重

視
論
を
展
開

(

)

す
る
。

21

で
は
、
﹁
憲
法
附
属
法
﹂
と
は
何
か
。
大
石
に
よ
れ
ば
、
﹁
内
容
か
ら
す
る
と
等
し
く
国
政
の
組
織
と
運
営
に
必
要
な
基
本
的
規
範
で

は
あ
る
が
、
形
式
上
は
憲
法
典
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
通
常
の
議
会
制
定
法
そ
の
他
の
法
令
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
を
、

と
く
に
﹃
憲
法
附
属
法
﹄
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
﹂
る
︵
傍
線
は
本
稿
筆
者
︶
。
し
か
し
、
こ
の
論
文
に
お
け
る
大
石
の
実
質
的
な
考
察
は

議
会
制
定
法
に
集
中
し
、
こ
れ
に
即
し
て
﹁
憲
法
附
属
法
﹂
の
理
解
に
も
す
ぐ
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
﹁
憲
法
附

属
法
と
は
、
国
政
の
組
織
と
運
営
に
必
要
な
規
範
、
す
な
わ
ち
実
質
的
意
味
の
憲
法
に
属
す
る
法
規
範
で
あ
っ
て
、
憲
法
典
を
補
充
す

る
意
味
を
も
つ
規
範
又
は
そ
れ
を
内
容
と
す
る
議
会
制
定
法
を

(

)

い
う
﹂
。
先
の
定
義
と
下
線
部
が
異
な
る
こ
の
変
更
は
、
私
見
に
よ
れ

22

ば
、
﹁
憲
法
附
属
法
﹂
概
念
を
議
会
制
定
法
に
限
定
す
る
趣
旨
と
解
さ
れ
る
の
で
、
け
っ
し
て
小
さ
く
な
い
意
味
を
も
つ
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
こ
こ
で
は
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
う
ち
で
憲
法
典
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
も
の
の
な
か
か
ら
、
さ
ら
に
﹁
国
政
の
組
織

と
運
営
に
必
要
な
﹂
﹁
議
会
制
定
法
﹂
が
、
﹁
憲
法
附
属
法
﹂
と
し
て
重
視
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
大
石
は
、
﹁
憲
法
典
の
立
案
と
並
行
し
て
検
討
さ
れ
、
か
つ
憲
法
典
の
施
行
と
同
時
に
施
行
さ
れ
た
﹂
と
い
う
事
実
を
﹁
主

要
な
﹂
憲
法
附
属
法
の
目
安
と
し
、
明
治
憲
法
体
制
に
関
し
て
は
﹁
議
院
法
・
衆
議
院
議
員
選
挙
法
・
貴
族
院
令
・
会
計
法
﹂
、
日
本

国
憲
法
体
制
に
関
し
て
は
﹁
皇
室
典
範
・
内
閣
法
・
財
政
法
・
裁
判
所
法
・
地
方
自
治
法
・
国
会
法
な
ど
﹂
を
こ
れ
に
あ
げ
て
い
る

︵
傍
線
は
本
稿

(

)

筆
者
︶
。

23
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こ
の
よ
う
に
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
理
論
的
画
定
を
棚
上
げ
し
て
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
中
、
憲
法
典
に
は
盛
り
込
ま
れ

て
い
な
い
も
の
の
な
か
か
ら
、
考
察
の
視
野
を
﹁
憲
法
附
属
法
﹂
=﹁
国
政
の
組
織
と
運
営
に
必
要
な
議
会
制
定
法
﹂
に
限
定
し
、
﹁
憲

法
典
と
並
行
し
て
検
討
さ
れ
た
﹂
議
会
制
定
法
を
さ
ら
に
そ
の
主
要
な
も
の
と
捉
え
る
こ
と
は
、
考
察
の
戦
略
と
し
て
は
実
際
的
な
合

理
性
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
﹁
国
政
の
組
織
と
運
営
に
必
要
﹂
で
あ
る
か
否
か
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
﹁
憲
法
附
属
法
﹂
も
、

外
延
を
画
定
で
き
な
い
概
念
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
﹁
国
政
の
組
織
と
運
営
﹂
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
か
否
か
の
判
断
と
、
﹁
必

要
﹂
か
否
か
の
判
断
は
、
い
ず
れ
も
目
分
量
的
な
解
釈
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
現
に
大
石
論
文
で
は
、
司
法
制
度

改
革
を
﹁
憲
法
改
革
﹂
の
一
環
と
捉
え
た
上
で
、
関
連
法
令
と
し
て
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
設
置
法
・
裁
判
員
法
・
労
働
審
判
法
を
は

じ
め
、
行
政
事
件
訴
訟
法
・
民
事
訴
訟
法
・
刑
事
訴
訟
法
の
改
正
も
掲
げ
ら
れ
て

(

)

い
る
。
大
石
の
論
旨
で
は
、
司
法
制
度
改
革
は
、
憲

24

法
典
の
改
正
こ
そ
伴
わ
な
い
も
の
の
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
改
革
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
関
連
法
律
は
す
べ
て

﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
構
成
要
素
、
あ
る
い
は
﹁
憲
法
附
属
法
﹂
の
一
部
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
も
し

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
﹁
憲
法
附
属
法
﹂
も
容
易
に
そ
の
範
囲
を
画
定
で
き
な
い
無
数
の
法
律
群
か
ら
な
る
こ
と
を
、
大
石
も
認
め
て
い

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

⑶

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
は
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
学
に
お
い
て
は
、
﹁
憲
法
﹂
と
い
え
ば
﹁
日
本
国
憲
法
﹂
の
こ
と

を
指
す
こ
と
と
し
、
混
乱
を
生
ず
る
上
に
外
延
の
画
定
も
難
し
い
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
い
う
用
語
は

使
用
せ
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
﹁
憲
法
関
連
法
令
﹂
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
を
提
唱
し
た
い
。

﹁
憲
法
関
連
法
令
﹂
と
は
、
文
字
ど
お
り
、
日
本
国
憲
法
と
関
連
す
る
法
規
範
を
指
す
。
制
定
法
が
中
心
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
の
で
﹁
法
令
﹂
と
し
て
お
く
が
、
も
ち
ろ
ん
慣
習
法
は
除
外
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
で
は
な
い
。
日
本
の
国
内
法
は
、
す
べ
て
日
本

国
憲
法
と
関
連
す
る
法
令
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
、
定
義
に
含
ま
れ
る
﹁
憲
法
と
関
連
す
る
﹂
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
理

論
的
に
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
﹁
憲
法
関
連
法
令
﹂
も
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
﹁
憲
法
附
属
法
﹂
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と
同
様
、
そ
の
外
延
を
画
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
﹁
憲
法
関
連
法
令
﹂
の
具
体
的
な
リ
ス
ト
は
、
経
験
的
に
は
じ
つ
は
か
な

り
明
確
で
あ
る
。
近
年
出
版
さ
れ
、
版
を
重
ね
て
い
る
よ
う
な
主
な
憲
法
解
説
書
に
は
、
﹁
事
項
索
引
﹂
﹁
判
例
索
引
﹂
と
別
に
﹁
法
令

索
引
﹂
が
付
さ
れ
て
い
る
例
は
な
い
よ
う
だ
が
、
仮
に
﹁
法
令
索
引
﹂
を
作
成
す
れ
ば
、
各
種
の
憲
法
教
科
書
に
共
通
し
て
掲
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
法
令
が
、
﹁
憲
法
関
連
法
令
﹂
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
﹁
憲
法
関
連
法
令
﹂
と
は
、
日
本
国
憲
法
の
内
容
を
学
習
し
、
研
究
し
、
あ
る
い
は
、
日
本
国
憲
法
の
内
容
を
め
ぐ
っ

て
訴
訟
等
で
争
う
場
合
に
、
個
々
の
テ
ー
マ
や
問
題
ご
と
に
自
然
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
の
現
行
日
本
法
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
日
本
国
憲
法
と
の
関
係
に
応
じ
て
、
二
種
類
の
法
令
が
含
ま
れ
る
。
一
つ
は
、
日
本
国
憲
法
と
の
抵
触
が
問
題
と
な
る
法
令

︵
い
わ
ば
﹁
逆
接
的
関
係
﹂
の
憲
法
関
連
法
令
︶
、
も
う
一
つ
は
、
日
本
国
憲
法
の
内
容
の
具
体
化
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
法
令
︵
い
わ
ば

﹁
順
接
的
関
係
﹂
の
憲
法
関
連
法
令
︶
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
刑
法
一
七
五
条
は
、
憲
法
二
一
条
に
違
反
し
な
い
か
が
争
わ
れ
て
き
た
規

定
で
あ
る
か
ら
前
者
に
あ
た
り
、
同
じ
刑
法
で
も
二
三
〇
条
の
二
は
、
表
現
と
名
誉
と
い
う
、
い
ず
れ
も
憲
法
に
由
来
す
る
二
つ
の
法

益
を
調
整
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
違
憲
論
も
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
後
者
に
あ
た
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
稿
が
﹁
憲

法
関
連
法
令
﹂
と
い
う
場
合
、
必
ず
し
も
一
本
の
制
定
法
の
全
体
が
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
条
項
ご
と
に
問
題
と

な
る
場
合
も
あ
る
。

い
ま
提
案
し
た
用
語
法
に
は
、
新
奇
な
点
は
ひ
と
つ
も
な
い
。
こ
れ
ま
で
も
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
の
文
脈
で
﹁
憲
法
﹂
と
い
え
ば

﹁
日
本
国
憲
法
﹂
が
念
頭
に
置
か
れ
、
テ
ー
マ
や
論
点
ご
と
に
、
関
連
す
る
国
内
法
令
の
諸
規
定
が
検
討
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
こ

の
実
態
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
研
究
し
学
習
し
議
論
す
れ
ば
よ
く
、
混
乱
に
満
ち
た
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂

﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
の
概
念
を
教
科
書
の
冒
頭
︵
だ
け
︶
で
取
り
上
げ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
の
が
本
稿
の
提
案
で
あ
る
。

︵

︶

樋
口
陽
一
﹁
﹃
憲
法
学
﹄
の
対
象
と
し
て
の
﹃
憲
法
﹄
﹂
︵
初
出
一
九
八
三
年
。
の
ち
に
樋
口
﹃
権
力
・
個
人
・
憲
法
学
﹄
学
陽
書
房
一
九
八
九
年
二
〇
〇
頁
以
下
に

19
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再
録
︶
。
と
り
わ
け
同
書
二
三
〇
頁
以
下
、
二
三
七
頁
注
︵

︶
参
照
。

10

︵

︶

た
と
え
ば
、
長
谷
部
恭
男
﹃
憲
法
・
第
四
版
﹄
新
世
社
二
〇
〇
八
年
三
頁
。

20
︵

︶

大
石
眞
﹁
憲
法
典
と
憲
法
附
属
法
﹂
︵
同
﹃
憲
法
秩
序
へ
の
展
望
﹄
有
斐
閣
二
〇
〇
八
年
所
収
︶
三
頁
、
六
～
七
頁
。

21
︵

︶

大
石
・
前
掲
注
︵

︶
六
頁
、
九
頁
。

22

21

︵

︶

大
石
・
前
掲
注
︵

︶
一
四
頁
。

23

21

︵

︶

大
石
・
前
掲
注
︵

︶
三
〇
頁
。

24

21

六

日
本
憲
法
史
・
ド
イ
ツ
憲
法
理
論
研
究
と
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
概
念

⑴

で
は
、
憲
法
学
に
と
っ
て
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
概
念
が
ま
っ
た
く
不
要
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

学
問
的
営
為
に
と
っ
て
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
概
念
が
必
要
と
な
る
二
つ
の
領
域
と
し
て
、
日
本
憲
法
史
の
研
究
と
ド
イ
ツ
憲
法
理

論
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑵

日
本
憲
法
史
の
研
究
と
叙
述
に
は
、
そ
の
時
間
的
な
記
述
範
囲
の
設
定
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
事
項
的
な
記
述
対
象
を
画
定
す

る
上
で
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
概
念
が
不
可
欠
と
な
る
。

も
し
、
日
本
憲
法
史
の
叙
述
を
前
近
代
か
ら
説
き
起
こ
す
と
す
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
江
戸
時
代
の
日
本
国
家
の
憲
法

を
記
述
対
象
と
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
江
戸
時
代
の
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
を
画
定
す
る
作
業
、
つ
ま
り
、
幕
藩
体
制
を
基
礎
づ

け
る
法
規
範
を
内
容
的
に
識
別
し
、
抽
出
し
、
体
系
立
て
て
解
説
す
る
作
業
が
不
可
避
と
な
る
。
憲
法
学
は
伝
統
的
に
前
近
代
を
守
備

範
囲
外
と
し
て
き
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
作
業
に
頭
を
悩
ま
す
必
要
が
な
か
っ
た
だ
け
で

(

)

あ
る
。

25

し
か
し
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
観
念
は
、
近
代
日
本
憲
法
史
の
叙
述
に
も
、
じ
つ
は
不
可
欠
で
あ
る
。
明
治
維
新
が
起
っ
た

一
八
六
八
年
か
ら
大
日
本
帝
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
る
一
八
九
〇
年
ま
で
の
足
か
け
二
三
年
間
、
日
本
に
は
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
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存
在
せ
ず
、
立
憲
主
義
的
体
制
も
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
代
日
本
の
出
発
点
は
明
治
維
新
に
求
め
ら
れ
る
の
が
通
常
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
二
三
年
間
は
、
本
来
、
近
代
日
本
憲
法
史
の
研
究
・
叙
述
の
対
象
の
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
に
憲
法
教

科
書
が
、
﹁
日
本
憲
法
史
﹂
の
章
を
設
け
な
が
ら
、
明
治
維
新
か
ら
第
二
次
大
戦
の
敗
戦
に
至
る
七
八
年
間
の
ほ
ぼ
三
〇
％
を
占
め
る

期
間
の
﹁
憲
法
﹂
に
関
す
る
考
察
を
欠
い
て
い
る
の
は
、
制
定
法
主
義
の
感
覚
に
あ
ま
り
に
も
慣
れ
親
し
ん
だ
思
考
の
盲
点
と
い
う
こ

と
に
な
る
だ

(

)

ろ
う
。

26

近
代
日
本
憲
法
史
研
究
に
お
け
る
明
治
前
期
二
三
年
間
の
﹁
憲
法
叙
述
の
不
在
﹂
に
比
べ
れ
ば
規
模
は
小
さ
い
が
、
一
九
四
五
年
八

月
一
四
日
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
か
ら
、
一
九
四
七
年
五
月
三
日
の
日
本
国
憲
法
施
行
ま
で
、
さ
ら
に
は
一
九
五
二
年
の
占
領
解
除
ま

で
の
日
本
国
家
の
﹁
憲
法
﹂
に
つ
い
て
も
同
様
の
問
題
が
あ
る
。
通
説
的
見
解
で
あ
る
八
月
革
命
説
は
、
憲
法
改
正
限
界
説
を
と
っ

て
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
り
主
権
原
理
が
君
主
主
権
か
ら
国
民
主
権
に
転
換
し
、
明
治
憲
法
の
こ
れ
と
矛
盾
す
る
規
定
は
失
効

し
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
よ
っ
て
、
明
治
憲
法
の
改
正
で
は
許
さ
れ
な
い
主
権
原
理
の
転
換
が
生
じ
た
と

解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
明
治
憲
法
は
こ
れ
に
よ
っ
て
失
効
し
た
と
み
な
す
ほ
う
が
自
然
で
あ

(

)

ろ
う
。
そ
う
解
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と

27

も
日
本
国
憲
法
の
施
行
ま
で
の
日
本
に
お
い
て
は
、
明
治
憲
法
も
日
本
国
憲
法
も
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
間
の

﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
を
論
ず
る
こ
と
が
、
憲
法
史
学
の
課
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

⑶

﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
い
う
発
想
は
、
ド
イ
ツ
憲
法
理
論
の
理
解
に
と
っ
て
も
や
は
り
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ド
イ
ツ
基
本
法
の
解
釈
学
で
は
、
W
irtsc
h
a
ftsv
e
rfa
ssu
n
g
、
F
in
a
n
z
v
e
rfa
ssu
n
g
、
K
u
ltu
rv
e
rfa
ssu
n
g
、
B
ild
u
n
g
sv
e
rfa
-

ssu
n
g
、
R
e
lig
io
n
sv
e
rfa
ssu
n
g
、
W
e
h
rv
e
rfa
ssu
n
g
と
い
っ
た
用
語
が
し
ば
し
ば
現

(

)

れ
る
。
こ
れ
ら
を
機
械
的
に
翻
訳
す
れ
ば
、

28

﹁
経
済
憲
法
﹂
﹁
財
政
憲
法
﹂
﹁
文
化
憲
法
﹂
﹁
教
育
憲
法
﹂
﹁
宗
教
憲
法
﹂
﹁
防
衛
憲
法
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
問
題
は
そ
の
内
容
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
用
例
の
嚆
矢
と
考
え
ら
れ
る

W
irtsc
h
a
ftsv
e
rfa
ssu
n
g
の
意
味
に
つ
い
て
、
不
十
分
な
が
ら
ご
く
簡

単
な
確
認
を
し
て
お
き
た
い
。
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⑷

W
irtsc
h
a
ftsv
e
rw
a
ltu
n
g
sre
c
h
t︵
経
済
行
政
法
︶
と
い
う
法
分
野
を
ド
イ
ツ
で
は
じ
め
て
確
立
し
た
と
さ

(

)

れ
る
エ
ル
ン
ス

29

ト
・
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
W
irtsc
h
a
ftsv
e
rfa
ssu
n
g
と
い
う
用
語
は
す
で
に
一
九
世
紀
後
半
に
一
般
化
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
歴
史
学
・
経
済
学
・
社
会
学
の
領
域
で
、
一
国
の
経
済
、
一
時
代
の
経
済
ま
た
は
世
界
経
済
の
事
実
的
秩
序
構
造
全
体
を

類
型
的
に
把
握
し
表
現
す
る
た
め
に
、
経
済
構
造
・
経
済
体
制
と
い
っ
た
言
葉
と
同
義
に
使
用
さ

(

)

れ
た
。

30

し
か
し
、
法
的
意
味
の
経
済
憲
法

W
irtsc
h
a
ftsv
e
rfa
ssu
n
g
sre
c
h
t
は
、
こ
う
し
た
事
実
構
造
と
し
て
の
経
済
憲
法
と
は
区
別
さ

れ
、
フ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
﹁
経
済
的
な
財
貨
・
労
働
力
・
事
業
の
全
体
連
関
に
関
す
る
限
り
で
の
、
国
家
と
し
て
組
織
さ
れ
た
団
体

の
法
的
基
本
秩
序
で

(

)

あ
る
﹂
。
法
的
な
経
済
憲
法
は
﹁
法
的
基
本
秩
序
に
示
さ
れ
た
法
命
題
・
法
制
度
の
全
体
連
関
で
あ
り
、
政
治
的

31

憲
法
に
も
﹃
成
長
し
て
き
た
﹄
基
本
秩
序
と
﹃
制
定
さ
れ
た
﹄
基
本
秩
序
が
あ
る
よ
う
に
、
経
済
憲
法
に
も
長
期
に
わ
た
る
﹃
暗
黙
裡

の
﹄
伝
統
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
と
、
…
…
自
覚
的
な
法
定
立
の
意
思
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
が

(

)

あ
る
﹂
。

32

他
方
、
フ
ー
バ
ー
の
い
う
経
済
行
政
法

W
irtsc
h
a
ftsv
e
rw
a
ltu
n
g
sre
c
h
t
と
は
、
﹁
公
行
政
が
、
行
政
的
措
置
に
よ
っ
て
、
私
経

済
秩
序
に
内
容
形
成
的
な
作
用
を
及
ぼ
す
か
︵
﹁
行
政
に
規
定
さ
れ
た
私
経
済
﹂
︶
、
み
ず
か
ら
が
経
済
的
に
活
動
す
る
︵
﹁
行
政
自
身
の
経

済
活
動
﹂
︶
た
め
の
、
法
制
度
お
よ
び
法
的
措
置
の
総
体
﹂
、
別
な
表
現
で
は
、
﹁
国
家
行
政
な
い
し
自
治
行
政
が
、
そ
れ
に
も
と
づ
き
、

あ
る
い
は
そ
の
助
け
を
借
り
、
あ
る
い
は
そ
の
執
行
を
通
じ
て
、
私
経
済
に
内
容
形
成
的
に
介
入
す
る
か
、
ま
た
は
直
接
経
済
的
な
活

動
を
お
こ
な
う
法
規
範
・
法
制
度
・
法
行
為
の
総
体
﹂
で

(

)

あ
る
。

33

法
的
意
味
の
経
済
憲
法
が
﹁
経
済
的
な
財
貨
・
労
働
力
・
事
業
の
全
体
連
関
に
関
す
る
…
…
国
家
…
…
の
法
的
基
本
秩
序
﹂
と
定
義

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
経
済
憲
法
に
は
自
然
発
生
的
な
も
の
と
制
定
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
経
済
憲
法

と
対
比
さ
れ
関
連
づ
け
ら
れ
る
経
済
行
政
法
が
、
法
形
式
で
は
な
く
法
内
容
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
も
っ
ぱ
ら
内
容
的
な
概
念
で
あ
る

こ
と
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
て
も
、
フ
ー
バ
ー
の
経
済
憲
法
が
﹁
実
質
的
概
念
﹂
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
現
に
フ
ー
バ
ー
自
身

が
﹁
実
質
的
意
味
の
経
済
憲
法
﹂
と
﹁
形
式
的
意
味
の
経
済
憲
法
﹂
に
言
及
し
て
い
る
。
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﹁
実
質
的
意
味
の
経
済
憲
法
﹂
に
つ
い
て
、
フ
ー
バ
ー
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

﹁
基
本
法
的
ラ
ン
ク
に
あ
る
規
範
の
体
系
を
、
近
代
的
な
ス
タ
イ
ル
の
憲
法
典
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
保
障
さ
れ
た
法
規
の
構
造
体
と
理
解
す

る
必
要
は
な
い
。
憲
法
規
範
が
憲
法
典
に
統
合
さ
れ
て
い
な
い
国
家
や
、
経
済
の
基
本
秩
序
が
既
存
の
憲
法
典
に
お
い
て
規
律
さ
れ
て
い
な
い

国
家
で
も
、
経
済
生
活
の
諸
原
則
が
、
憲
法
の
ラ
ン
ク
に
あ
る
基
本
的
な
諸
制
定
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
換
言
す

れ
ば
、
法
的
意
味
の
﹃
経
済
憲
法
﹄
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
問
題
と
な
る
の
は
﹃
形
式
的
﹄
憲

法
で
は
な
く
、
﹃
実
質
的
﹄
憲
法
な
の
で
あ
る
。

実
質
的
経
済
的
憲
法
と
は
、
経
済
的
な
財
貨
・
労
働
力
・
事
業
の
秩
序
を
、
統
一
的
な
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
に
せ
よ
お
互
い
同
士
が
相
互
に

規
定
し
あ
う
最
上
級
の
法
規
に
よ
っ
て
、
自
覚
的
か
つ
明
瞭
に
規
律
す
る
ひ
と
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ

る
の
は
、
と
り
わ
け
、
政
治
的
・
社
会
的
有
機
体
の
内
部
で
、
経
済
の
本
来
的
・
機
能
的
意
義
が
把
握
さ
れ
、
経
済
が
合
理
的
な
格
率
に
従
う

相
対
的
に
は
自
律
的
な
ま
と
ま
り
と
し
て
、
一
定
の
法
的
基
本
形
態
で
規
律
づ
け
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
う
し
た
﹃
経
済
国
家
﹄
に
お
い
て

は
、
所
有
権
秩
序
、
財
貨
の
生
産
・
分
配
シ
ス
テ
ム
、
生
産
力
・
生
産
手
段
の
投
入
シ
ス
テ
ム
、
企
業
の
経
済
的
な
処
分
能
力
の
範
囲
・
限

界
、
経
済
的
な
集
団
お
よ
び
団
体
の
種
類
・
構
造
・
有
効
性
、
従
属
労
働
に
従
事
す
る
人
々
の
法
的
地
位
、
経
済
活
動
に
対
す
る
国
家
の
作
用

の
程
度
と
限
界
と
い
っ
た
諸
事
項
が
、
実
質
的
経
済
憲
法
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
本
質
的
な
領
域
で

(

)

あ
る
﹂
。

34

フ
ー
バ
ー
の
い
う
﹁
形
式
的
意
味
の
経
済
憲
法
﹂
と
は
、
以
上
の
よ
う
な
﹁
実
質
的
意
味
の
経
済
憲
法
﹂
が
﹁
形
式
的
意
味
の
憲

法
﹂
の
な
か
に
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
憲
法
典
中
の
経
済
原
則
に
関
す
る
諸
規
定
で
あ
る
。
﹁
憲
法
典
が
、
経
済
的
な
財

貨
・
労
働
力
・
事
業
の
法
的
秩
序
を
規
定
す
る
諸
原
則
を
完
全
に
受
容
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
主
要
な
も
の
を
受
容
す
る
こ
と
は

あ
り
う
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
形
式
的
経
済
憲
法
が
成
立

(

)

す
る
﹂
。

35

⑸

法
の
内
容
に
着
目
し
た
﹁
経
済
憲
法
﹂
の
観
念
は
、
今
日
の
ド
イ
ツ
の
実
定
法
学
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
例
示
と
し
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て
、
標
準
的
な
教
科
書
の
一
つ
と
し
て
版
を
重
ね
て
い
る
フ
ロ
ッ
チ
ャ
ー
の
﹃
経
済
憲
法
お
よ
び
経
済
行
政
法
・
第
五
版
﹄
の
冒
頭
部

分
に
あ
る
概
念
の
説
明
を
み
て
み

(

)

よ
う
。

36

フ
ロ
ッ
チ
ャ
ー
に
よ
れ
ば
、
出
発
点
と
な
る
上
位
概
念
は
﹁
経
済
法
﹂
W
irtsc
h
a
ftsre
c
h
t
で
あ
る
。
﹁
経
済
法
は
、
経
済
過
程
の

全
体
お
よ
び
個
人
の
経
済
活
動
に
直
接
作
用
す
る
法
規
を
包
括
す
る
﹂
。
﹁
経
済
法
﹂
は
、
さ
ら
に
﹁
公
経
済
法
﹂
ö
ffe
n
tlich
e
s
W
irt-

sch
a
ftsre
ch
t
と
﹁
私
経
済
法
﹂
p
riv
a
te
s
W
irtsch
a
ftsre
ch
t
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
﹁
公
経
済
法
は
、
経
済
過
程
お
よ
び
個

人
の
経
済
活
動
に
直
接
作
用
を
及
ぼ
し
、
そ
の
際
に
、
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
で
は
な
く
、
高
権
的
権
力
の
担
当
者
に
対
し
て
の
み
権

利
を
付
与
し
義
務
を
課
す
法
規
を
包
括
す
る
﹂
。
フ
ロ
ッ
チ
ャ
ー
に
よ
れ
ば
、
﹁
公
経
済
法
﹂
に
は
憲
法
と
行
政
法
が
含
ま
れ
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
、
﹁
公
経
済
法
﹂
が
﹁
経
済
憲
法
﹂
と
﹁
経
済
行
政
法
﹂
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
は
広
く
見
解
の
一
致
が
あ
る
。
し
か
し
、

個
別
的
に
い
か
な
る
法
素
材
が
﹁
経
済
憲
法
﹂
に
属
し
、
い
か
な
る
法
素
材
が
﹁
経
済
行
政
法
﹂
に
属
す
る
の
か
を
明
確
に
識
別
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
﹁
他
の
多
く
の
法
分
野
と
は
異
な
っ
て
、
経
済
憲
法
と
経
済
行
政
法
の
基
本
知
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
両
者
の

確
固
た
る
序
列

K
a
n
o
n
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
﹂
。
フ
ロ
ッ
チ
ャ
ー
自
身
は
、
入
門
書
の
性
質
上
、
核
心
問
題
に
焦
点
を
し

ぼ
る
と
し
て
、
﹁
経
済
憲
法
と
し
て
は
、
国
家
と
経
済
と
の
関
係
、
な
ら
び
に
基
本
法
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
設
立
条
約
に
規
定
さ
れ

た
経
済
活
動
の
保
護
を
取
り
扱
い
、
経
済
行
政
法
と
し
て
は
、
広
義
の
営
業
法
、
な
ら
び
に
︵
国
内
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
︶
補
助
金
法
を

取
り
扱
う
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

⑹

こ
の
よ
う
に
、
﹁
経
済
憲
法
﹂
は
、
ま
ず
は
内
容
に
よ
っ
て
他
の
法
規
範
か
ら
識
別
さ
れ
る
﹁
実
質
的
概
念
﹂
で
あ
る
。
し
か

し
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
は
、
﹁
ド
イ
ツ
人
の
基
本
権
お
よ
び
基
本
義
務
﹂
と
題
す
る
憲
法
第
二
篇
の
第
六
章
﹁
経
済
生
活
﹂
の
章
に
お

い
て
、
一
五
一
条
か
ら
一
六
五
条
ま
で
、
経
済
原
則
関
係
の
諸
規
定
に
実
に
一
五
ヵ
条
を
割
い
て
い
た

(

)

た
め
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
時
代

37

に
﹁
経
済
憲
法
﹂
と
し
て
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
、
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
に
盛
り
込
ま
れ
た
﹁
実
質
的
意
味
の
経
済
憲
法
﹂

と
し
て
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
一
五
一
条
以
下
で
あ

(

)

っ
た
。
ド
イ
ツ
基
本
法
の
場
合
に
も
、
そ
の
制
定
当
初
は
、
そ
も
そ
も
基
本
法
に
は

38
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﹁
経
済
憲
法
﹂
が
含
ま
れ
る
か
と
い
う
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
ま
た
今
日
で
は
、
基
本
法
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
法
の
経
済
活
動
関
係
の
諸
条
項

が
、
﹁
経
済
憲
法
﹂
の
名
称
で
一
括
さ
れ
る
の
が
一
般
的
な
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
上
述
の
よ
う
に
フ
ロ
ッ
チ
ャ
ー
も
そ
う
で
あ
る
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
ア
ス
マ
ン
と
シ
ョ
ッ
ホ
を
編
者
と
す
る
﹃
行
政
法

各
論
・
第
一
四
版
﹄
で
﹁
公
経
済
法
﹂
の
章
を
担
当
す
る
ペ
ー
タ
ー
・
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
フ
ー
バ
ー
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
﹁
経
済

憲
法
﹂
と
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
と
Ｅ
Ｕ
法
に
含
ま
れ
る
経
済
原
則
に
関
す
る
諸
規
範
で
あ
る
と
し
て
い
る
︵
傍
線
は
本
稿
筆
者
︶
。

﹁
し
た
が
っ
て
、
公
権
力
の
担
当
者
に
対
し
て
、
経
済
生
活
を
形
成
し
こ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
す
観
点
か
ら
、
特
別
の
権
利
義
務
を
認
め
る
法

規
の
総
体
を
、
公
経
済
法
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
は
、
Ｅ
Ｕ
と
ド
イ
ツ
の
経
済
憲
法
お
よ
び
経
済
行
政
法
と
い
う
部
分
領
域
が
包
括

さ
れ
る
。
経
済
憲
法
と
経
済
行
政
法
を
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
経
済
憲
法
が
、
Ｅ
Ｕ
の
第
一
次
法
レ
ベ
ル
ま
た
は
ド

イ
ツ
基
本
法
レ
ベ
ル
で
、
経
済
政
策
お
よ
び
経
済
行
政
の
基
盤
を
規
律
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
経
済
行
政
法
は
、
行
政
の
任
務
と
権

限
、
お
よ
び
経
済
過
程
に
参
加
す
る
人
の
公
法
上
の
権
利
義
務
を
設
定
し
、
制
限
し
、
廃
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
的
機
関
が
危
険
の
防
止

や
経
済
過
程
の
分
配
・
指
導
・
促
進
を
目
的
と
し
て
作
用
を
及
ぼ
す
諸
法
規
を
包
括

(

)

す
る
﹂
。

39

こ
の
よ
う
に
、
現
代
ド
イ
ツ
の
法
学
で
は
、
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
一
部
分
が
﹁
経
済
憲
法
﹂
と
理
解
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て

よ
い
。
し
か
し
、
憲
法
典
や
Ｅ
Ｕ
法
の
諸
規
定
の
ど
れ
を
﹁
経
済
憲
法
﹂
と
し
て
識
別
し
一
括
す
る
か
は
、
個
々
の
条
項
の
内
容
解
釈

抜
き
に
は
定
ま
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
﹁
経
済
憲
法
﹂
の
概
念
は
依
然
と
し
て
﹁
実
質
的
﹂
な
の
で

(

)

あ
る
。

40

︵

︶

こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
の
法
学
部
の
講
義
課
目
で
あ
る
﹁
ド
イ
ツ
憲
法
史
﹂
の
叙
述
は
、
少
な
く
と
も
一
六
四
八
年
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
る
領
邦
絶

25
対
主
義
の
確
立
期
以
降
を
対
象
と
す
る
か
ら
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
概
念
を
不
可
避
と
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
憲
法
史
研
究
は
、
歴
史
学
系
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、

む
し
ろ
憲
法
学
者
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
き
た
の
で
、
ド
イ
ツ
の
憲
法
学
者
に
と
っ
て
は
実
際
的
な
問
題
で
あ
る
。
翻
訳
の
あ
る
も
の
を
例
に
と
る
と
、
F
.
H
a
rtu
n
g
,
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D
e
u
tsch
e
V
e
rfa
ssu
n
g
sg
e
sch
ich
te
v
o
m
1
5
.Ja
h
rh
u
n
d
e
rt
b
is
z
u
r
G
e
g
e
n
w
a
rt,9
.A
u
fl.,1
9
6
9
.
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ

/
成
瀬
治
・
坂
井
栄
八
郎
訳
﹃
ド
イ
ツ
国
制
史
﹄

岩
波
書
店
一
九
八
〇
年
は
、
表
題
ど
お
り
一
五
世
紀
以
降
の
﹁
憲
法
史
﹂
を
叙
述
対
象
と
し
、
C
h
.-F
.M
e
n
g
e
r,D
e
u
tsch
e
V
e
rfa
ssu
n
g
sg
e
sch
ich
te
d
e
r
N
e
u
z
e
it,

5
.
A
u
fl.,
1
9
8
6
.
メ
ン
ガ
ー

/
石
川
敏
行
他
訳
﹃
ド
イ
ツ
憲
法
思
想
史
﹄
世
界
思
想
社
一
九
八
八
年
も
同
様
で
あ
る
。

︵

︶

主
要
な
憲
法
解
説
書
は
、
明
治
維
新
か
ら
明
治
憲
法
制
定
ま
で
の
期
間
を
、
ま
が
り
な
り
に
も
立
憲
主
義
的
な
成
文
憲
法
で
あ
る
明
治
憲
法
の
制
定
前
史
と
位
置
づ

26
け
て
、
明
治
政
府
の
動
き
や
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
ふ
れ
る
の
を
通
例
と
し
て
お
り
、
こ
の
期
間
の
︵
実
質
的
意
味
の
︶
憲
法
を
叙
述
す
る
と
い
う
発

想
に
は
欠
け
て
い
る
。
芦
部
・
憲
法
一
八
頁
、
伊
藤
正
己
﹃
憲
法
・
第
三
版
﹄
弘
文
堂
一
九
九
五
年
三
七
～
四
〇
頁
、
佐
藤
幸
・
憲
法
六
五
～
六
七
頁
、
樋
口
陽
一

﹃
憲
法
・
第
三
版
﹄
創
文
社
二
〇
〇
七
年
五
一
～
五
三
頁
、
野
中
俊
彦

=
中
村
睦
男

=
高
橋
和
之

=
高
見
勝
利
﹃
憲
法
Ⅰ
・
第
四
版
﹄
有
斐
閣
二
〇
〇
六
年
四
五
～
四
六

頁
︵
高
見
︶
、
戸
波
江
二
﹃
憲
法
・
新
版
﹄
ぎ
ょ
う
せ
い
一
九
九
八
年
一
九
～
二
一
頁
、
辻
村
み
よ
子
﹃
憲
法
・
第
三
版
﹄
日
本
評
論
社
二
〇
〇
九
年
三
三
～
三
五
頁
、

長
谷
部
・
前
掲
注
︵

︶
四
七
頁
参
照
。

20

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
日
本
憲
法
史
を
対
象
と
す
る
唯
一
の
通
史
的
叙
述
で
あ
る
大
石
眞
﹃
日
本
憲
法
史
・
第
二
版
﹄
有
斐
閣
二
〇
〇
五
年
は
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法

を
中
心
と
す
る
日
本
憲
法
史
﹂
を
構
想
す
る
が
︵
同
書
八
頁
︶
、
全
一
〇
章
中
、
第
一
章
か
ら
第
六
章
ま
で
を
占
め
る
明
治
憲
法
制
定
前
の
時
期
の
叙
述
は
、
﹁
憲
法
体

制
成
立
史
﹂
︵
同
書
六
頁
︶
の
観
点
に
立
っ
て
明
治
憲
法
と
附
属
法
令
の
制
定
の
経
過
を
追
う
も
の
で
、
や
は
り
必
ず
し
も
こ
の
時
期
の
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
を
叙

述
す
る
と
い
う
発
想
に
は
立
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
大
石
眞
と
の
対
談
の
な
か
で
山
室
信
一
は
、
中
国
に
は
日
本
の
明
治
維
新
か
ら
明
治
二
三
年

ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
﹁
予
備
立
憲
期
﹂
と
い
う
呼
称
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
大
石
眞

/
高
見
勝
利

/
長
尾
龍
一
編
﹃
対
談
集
・
憲
法
史
の
面
白
さ
﹄
信
山

社
一
九
九
八
年
三
八
頁
。
注
︵


︶
に
掲
げ
た
堀
内
健
志
﹁
﹃
憲
法
﹄
概
念
と
憲
法
学
︵
そ
の
二
︶
﹂
七
二
頁
、
八
〇
頁
注
︵

︶
参
照
。

40

︵

︶

森
田
寛
二
﹁
宮
沢
俊
義
と
ケ
ル
ゼ
ン
﹂
︵
長
尾
龍
一

=
新
正
幸

=
高
橋
広
次

=
土
屋
恵
一
郎
編
﹃
新
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
﹄
木
鐸
社
一
九
八
一
年
︶
二
五
七
～
二
五
八
頁
。

27
︵

︶

基
本
権
と
国
家
組
織
の
双
方
を
一
冊
で
取
り
扱
っ
た
ド
イ
ツ
基
本
法
の
定
評
あ
る
教
科
書
と
し
て
長
い
寿
命
を
保
っ
て
い
る

Z
ip
p
e
liu
s/
W
u
rte
n
b
e
rg
e
r,
D
e
u
ts-

28
ch
e
s
S
ta
a
tsre
ch
t,
3
2
.
A
u
fl.,
2
0
0
8
と
、
P
.
B
a
d
u
ra
,
S
ta
a
tsre
ch
t,
4
.
A
u
fl.,
2
0
1
0
を
例
に
と
る
と
、
前
者
の
事
項
索
引
に
は
﹁
経
済
憲
法
﹂
﹁
財
政
憲
法
﹂
﹁
文
化
憲

法
﹂
﹁
宗
教
憲
法
﹂
﹁
防
衛
憲
法
﹂
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
後
者
の
事
項
索
引
に
も
﹁
経
済
憲
法
﹂
﹁
財
政
憲
法
﹂
﹁
宗
教
憲
法
﹂
﹁
防
衛
憲
法
﹂
の
語
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
バ
ド
ゥ
ー
ラ
の
国
法
の
索
引
に
は

K
u
ltu
rv
e
rfa
ssu
n
g
は
な
い
が
、
K
u
ltu
rsta
a
t﹁
文
化
国
家
﹂
の
語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

︵

︶

P
.
B
a
d
u
ra
,
W
irtsch
a
ftsv
e
rfa
ssu
n
g
u
n
d
W
irtsch
a
ftsv
e
rw
a
ltu
n
g
,
3
.
A
u
fl.,
2
0
0
8
,
S
.
6
.

29
︵

︶

V
g
l.
E
.
R
.
H
u
b
e
r,
W
irtsch
a
ftsv
e
rw
a
ltu
n
g
sre
ch
t,

,
2
.
A
u
fl.,
1
9
5
3
,
S
.
2
1
.

30

Ⅰ

︵

︶

E
.
R
.
H
u
b
e
r,
a
a
O
.,
S
.
2
3
.

31
︵

︶

E
.
R
.
H
u
b
e
r,
a
a
O
.,
S
.
2
3
f.

32
︵

︶

E
.
R
.
H
u
b
e
r,
a
a
O
.,
S
.
1
8
,
S
.
4
8
.

33
︵

︶

E
.
R
.
H
u
b
e
r,
a
a
O
.,
S
.
2
7
f.

34
︵

︶

E
.
R
.
H
u
b
e
r,
a
a
O
.,
S
.
2
8
.

35
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︵

︶

W
.
F
ro
tsch
e
r/
U
.
K
ra
m
e
r,
W
irtsch
a
ftsv
e
rfa
ssu
n
g
s-u
n
d
W
irtsch
a
ftsv
e
rw
a
ltu
n
g
sre
ch
t,
5
.
A
u
fl.,
2
0
0
8
,
S
.
1
-
5
.

36
︵

︶

ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
E
.R
.H
u
b
e
r︵
H
rsg
.︶
,D
o
k
u
m
e
n
te
z
u
r
d
e
u
tsch
e
n
V
e
rfa
ssu
n
g
sg
e
sch
ich
te
,B
d
.4
,3
.A
u
fl.,1
9
9
1
,S
.1
5
1
ff.

37
翻
訳
と
し
て
、
高
田
敏

=
初
宿
正
典
編
訳
﹃
ド
イ
ツ
憲
法
集
・
第
六
版
﹄
信
山
社
二
〇
一
〇
年
一
一
三
頁
以
下
参
照
。

︵

︶

V
g
l.
E
.
R
.
H
u
b
e
r,
a
a
O
.,
S
.
2
9
.

38
︵

︶

P
.M
.H
u
b
e
r,Ö
ffe
n
tlich
e
s
W
irtsch
a
ftsre
ch
t,in
:E
.S
ch
m
id
t-A
ssm
a
n
n
/
F
.S
ch
o
ch
︵
H
rsg
.︶
,B
e
so
n
d
e
re
s
V
e
rw
a
ltu
n
g
sre
ch
t,1
4
.A
u
fl.,2
0
0
8
,S
.3
1
4
.

39
︵

︶

た
と
え
ば
、
や
は
り
代
表
的
な
教
科
書
で
あ
る

P
.
B
a
d
u
ra
,
a
a
O
.,
S
.
1
2
f.
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
と
は
異
な
っ
て
、
ボ
ン
基
本
法
は
経
済
体
制
の
明
示
的
な
確
定

40
を
断
念
し
て
い
る
が
、
一
連
の
基
本
権
規
定
や
国
家
目
標
規
定
が
﹁
経
済
憲
法
的
な
射
程
﹂
を
有
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
、
基
本
法
二
条
一
項
の
﹁
私
的

自
治
﹂
﹁
契
約
自
由
﹂
の
保
障
、
一
二
条
一
項
の
﹁
職
業
お
よ
び
企
業
の
自
由
﹂
、
一
四
条
の
﹁
所
有
権
の
保
障
﹂
、
九
条
の
﹁
結
社
の
自
由
﹂
、
二
〇
条
一
項
等
の
﹁
社

会
国
家
原
理
﹂
、
一
〇
九
条
二
項
等
の
﹁
経
済
全
体
の
均
衡
﹂
の
要
請
、
八
八
条
二
文
の
﹁
価
格
安
定
﹂
の
要
請
、
七
四
条
一
項
一
一
号
・
一
六
号
の
経
済
法
と
経
済
権

力
の
濫
用
防
止
に
関
す
る
立
法
委
託
、
二
〇
ａ
条
の
﹁
自
然
環
境
の
保
護
﹂
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
な
か
か
ら
﹁
実
質
的
意
味
の

経
済
憲
法
﹂
を
抽
出
し
て
く
る
の
が
、
現
代
ド
イ
ツ
の
学
説
に
共
通
の
発
想
で
あ
ろ
う
。

七

お

わ

り

に

本
稿
の
﹁
テ
ー
ゼ
﹂
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
む
す
び
に
か
え
た
い
と
思
う
。

①

伝
統
的
用
語
法
で
は
、
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
、
一
国
の
法
規
範
の
全
体
か
ら
憲
法
規
範
を

選
び
出
す
た
め
の
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
基
準
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
選
択
の
結
果
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
は
法
の
﹁
存
在
形
態
﹂
に

も
と
づ
く
区
別
で
は
な
く
、
対
立
概
念
で
も
な
い
。
﹁
形
式
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
対
立
概
念
を
あ
え
て
言
語
化
す
れ
ば
﹁
形
式
的
意
味

の
非
憲
法
﹂
で
あ
り
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
対
立
概
念
は
、
あ
え
て
い
え
ば
﹁
実
質
的
意
味
の
非
憲
法
﹂
で
あ
る
。

②

伝
統
的
用
語
法
で
は
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
は
同
義
で
あ
る
。
両
者
は
異
な
る
と
す
る
学
説

も
、
両
者
に
異
な
る
定
義
を
与
え
て
は
い
な
い
。

③

伝
統
的
用
語
法
で
は
、
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
︵

=
実
質
的
意
味
の
憲
法
︶
﹂
の
一
種
で
あ
り
、
下
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位
概
念
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
と
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
は
対
概
念
で
は
な
く
、
ま
し
て
対
立
概
念
で

は
な
い
。
﹁
固
有
の
意
味
の
憲
法
﹂
の
対
立
概
念
を
あ
え
て
言
語
化
す
れ
ば
、
そ
れ
は
上
記
の
よ
う
に
﹁
固
有
の
意
味
の
非
憲
法
﹂

︵
﹁
実
質
的
意
味
の
非
憲
法
﹂
︶
で
あ
り
、
﹁
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
対
立
概
念
は
、
あ
え
て
い
え
ば
﹁
非
立
憲
的
意
味
の
憲
法
﹂
で
あ

る
。
日
本
国
憲
法
は
、
立
憲
民
主
主
義
思
想
に
立
脚
す
る
国
家
組
織
・
作
用
の
基
本
的
法
規
範
を
法
典
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
形

式
的
意
味
に
お
い
て
も
、
実
質
的
意
味
︵
固
有
の
意
味
︶
に
お
い
て
も
、
立
憲
的
意
味
に
お
い
て
も
憲
法
で
あ
る
。

④

日
本
国
憲
法
の
解
釈
に
と
っ
て
、
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
概
念
は
不
要
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
の
解
釈
に
お
い
て
考
察
対

象
と
な
っ
て
き
た
憲
法
下
位
法
を
一
括
し
て
表
象
す
る
た
め
に
は
、
﹁
憲
法
関
連
法
令
﹂
と
い
う
発
想
と
名
称
が
実
用
的
で
あ
る
。

⑤

明
治
前
半
期
の
日
本
憲
法
の
記
述
や
、
ド
イ
ツ
憲
法
学
に
お
け
る

W
irtsc
h
a
ftsv
e
rfa
ssu
n
g
の
概
念
理
解
の
よ
う
に
、
研
究

領
域
に
よ
っ
て
は
﹁
実
質
的
意
味
の
憲
法
﹂
の
概
念
が
不
可
欠
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
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